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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥10〜20時
水・金‥‥‥‥‥‥‥‥‥13〜20時
第 2 、第 ４ 土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第1、第3、第 ５ 土曜日‥‥10〜1８時

第
１
部　

記
念
式
典

伝
統
と
歴
史
を
誇
り
に
発
展
誓
う

■
会
長
挨
拶　

財
産
は
多
彩
な
人
材　

会
場
に
は
60
の
テ
ー
ブ
ル
が
並
び
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
「
富
士
山
」、

「
槍
ヶ
岳
」、「
北
岳
」な
ど
の
山
名
が
表

示
さ
れ
た
。
席
は
混
乱
を
避
け
、
す
べ

て
指
定
さ
れ
た
。
中
央
ス
テ
ー
ジ
の
両

脇
に
は
、
大
き
な
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
記
念
式
典
・
晩
餐
会
の
進
行
状
況

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
映
し
出
さ
れ
た
。

小
林
政
志
会
長
は
次
の
よ
う
に
挨
拶

し
た
。「
１
１
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
誠
に
光
栄
で
あ
る
。
日
本

山
岳
会
は
常
に
国
内
外
の
山
岳
界
を
リ

ー
ド
し
情
報
発
信
し
続
け
て
き
た
、
伝

統
と
歴
史
の
あ
る
山
岳
会
で
あ
る
と
自

負
し
て
い
る
。
そ
れ
は
多
く
の
方
々
の

ご
支
援
・
ご
協
力
の
積
み
重
ね
の
賜
物

で
あ
る
。改
め
て
深
く
感
謝
し
た
い
。マ

ナ
ス
ル
初
登
頂
に
続
く
数
々
の
海
外
遠
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征
は
、
い
つ
も
新
し
い
視
点
で
進
ん
で

き
た
。
会
が
所
有
す
る
文
献
、図
書
、絵

画
、
写
真
な
ど
は
文
化
的
に
も
歴
史
的

に
も
価
値
高
い
も
の
だ
が
、
一
番
の
財

産
は
様
々
な
分
野
に
精
通
す
る
多
士

済
々
の
会
員
の
存
在
と
、
会
員
同
士
が

事
業
活
動
に
自
由
に
参
加
、交
流
し
、楽

し
み
刺
戟
し
合
う
風
土
で
あ
る
。
創
立

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
新
し
い
出
発
点

と
し
た
い
。ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
」。

■
物
故
会
員
55
人
に
黙
祷

物
故
会
員
に
対
し
て
黙
祷
し
た
。
昨

年
の
晩
餐
会
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
会

員
は
55
人
。
山
田
二
郎
・
名
誉
会
員
は

89
～
93
年
に
２
期
会
長
を
務
め
た
。
ネ

パ
ー
ル
語
辞
典
を
編
纂
し
、
ネ
パ
ー
ル

国
王
か
ら
勲
章
を
も
ら
っ
た
三
枝
礼
子
、

ヒ
マ
ル
チ
ェ
リ
登
山
隊
に
ド
ク
タ
ー
と

し
て
参
加
し
た
住
吉
仙
也
、
日
本
人
と

し
て
初
め
て
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
頂
し
た

松
浦
輝
夫
、
日
本
山
岳
会
百
周
年
記
念

事
業
と
し
て
出
版
し
た
『
新
日
本
山
岳

誌
』の
編
集
委
員
長
・
高
木
泰
夫
、
池
田

錦
重
は
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
北
極

点
到
達
を
目
指
し
、
日
大
隊
を
指
揮
し

た
。
会
報「
山
」の
編
集
長
を
務
め
た
岡

澤
祐
吉
、
名
誉
会
員
・
近
藤
等
ら
が
還

ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
晩
餐
会
開
く

５
６
６
人
の
会
員
が
全
国
か
ら
参
加

日
本
山
岳
会
創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
晩
餐
会
が
12
月
５
日
、東
京
・

新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
皇
太
子
殿
下
が
お
忙
し
い
ご
公

務
の
な
か
講
演
会
・
記
念
式
典
に
出
席
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
５
６
６
人
の

会
員
が
参
加
。
ま
た
来
賓
を
お
招
き
し
て
、
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
飾
る
意
義
あ

る
祝
賀
会
を
実
施
し
た
。
会
の
偉
大
な
業
績
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
発
展
を
誓
っ
た
。

挨拶する小林政志会長
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記
録
を
数
多
く
撮
影
し
、
人
々
に
感
動

を
与
え
て
き
た
功
績
は
大
き
い
。

表
彰
式
が
行
な
わ
れ
た
。
平
出
会
員

は
「
実
は
１
ヶ
月
ほ
ど
前
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
頂
上
で
の
撮

影
は
、
ポ
ー
ル
を
立
て
８
８
５
１
ｍ
く

ら
い
か
ら
撮
っ
た
」な
ど
と
話
し
た
。

■
１
１
０
周
年
記
念
事
業
報
告

記
念
式
典
の
最
後
は
、
記
念
事
業
の

報
告
だ
。
ほ
ぼ
３
ヶ
年
に
わ
た
っ
て
続

け
ら
れ
て
い
る
。
海
外
登
山
、
国
際
交

流
、
支
部
会
員
参
加
事
業
、
出
版
、
講

演
会
の
５
つ
の
部
門
で
行
な
わ
れ
て
お

り
、
説
明
は
１
１
０
周
年
記
念
事
業
実

行
委
の
尾
上
昇
委
員
長
が
行
な
っ
た
。

と
く
に
学
生
部
の
海
外
登
山
が
大
成

功
だ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
会
員
の
資

金
援
助
に
感
謝
し
た
。
昨
年
は
女
子
登

山
隊
が
マ
ン
セ
イ
ル
峰
に
、
今
年
は
男

子
隊
が
ジ
ャ
ネ
Ⅱ
峰
に
初
登
頂
し
た
。

出
版
事
業
で
は
、昨
年
７
月
の『
新
版
日

本
三
百
名
山
登
山
ガ
イ
ド
』に
続
き『
イ

ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
』、『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東

　

山
岳
地
図
帳
』、『
改
訂　

新
日
本
山

岳
誌
』の
出
版
が
相
次
ぐ
。

第
２
部　

祝
賀
晩
餐
会

新
入
会
員
を
迎
え
和
や
か
に
歓
談

■
再
生
委
で
改
革
進
め
る

記
念
式
典
を
終
え
、
30
分
の
休
憩
の

の
ち
祝
賀
会
を
再
開
し
た
。
小
林
会
長

が
再
び
挨
拶
に
立
ち
「
入
会
者
は
多
い

が
、
退
会
者
も
多
く
会
員
増
に
つ
な
が

ら
な
い
。
再
生
委
員
会
を
つ
く
っ
て
会

の
改
革
を
進
め
る
。
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
活
動
強
化
と
支
部
活
性
化
が

柱
だ
」
な
ど
と
語
り
、
現
実
に
立
ち
返

っ
て
会
員
の
支
援
を
訴
え
た
。

■
新
永
年
会
員
は
36
人

永
年
会
員
が
紹
介
さ
れ
た
。
新
し
い

永
年
会
員
は
36
人
。
会
員
番
号
５
９
０

０
～
６
０
９
２
と
復
活
会
員
だ
。
65
年

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
に
入
会
し
、

以
降
継
続
し
て
50
年
間
、
会
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
方
々
で
、
晩
餐
会
に
は
９

人
が
出
席
、
小
林
会
長
か
ら
永
年
会
員

章
を
手
渡
さ
れ
た
。

神
﨑
忠
男
会
員
が
新
永
年
会
員
を
代

表
し
挨
拶
し
た
。「
素
晴
ら
し
い
登
山

人
生
を
送
っ
た
。
感
謝
し
た
い
。
同
じ

年
に
永
年
会
員
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

制
度
も〝
永
年
会
員
〟で
あ
る
。
会
費
が

免
除
さ
れ
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
と
か
。

50
年
目
の
ご
褒
美
と
し
て
晩
餐
会
の
参

加
費
も
免
除
だ
っ
た
が
、
今
年
は
納
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
か
つ

て
現
役
の
こ
ろ
、
有
料
化
を
考
え
た
こ

と
が
あ
る
が
、先
輩
か
ら
叱
ら
れ
た
。開

催
費
用
を
軽
減
し
て
で
も
会
員
に
負
担

■
来
賓
挨
拶　
　
　
　

谷
垣
禎
一（
全
国「
山
の
日
」協
議
会

会
長
）、
八
木
原
圀
明（
公
益
社
団
法
人

日
本
山
岳
協
会
会
長
）
ら
15
人
の
来
賓

に
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
紹

介
が
あ
っ
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
お
二
人
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。
谷
垣
氏
は
「
来
年
８

月
11
日
に
16
番
目
の
国
民
の
祝
日
と
し

て
山
の
日
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
山
に
親

し
み
そ
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
趣
旨
だ
。

山
が
持
つ
意
義
を
広
く
考
え
た
い
。
自

然
と
触
れ
合
う
な
か
で
子
ど
も
た
ち
が

お
お
ら
か
で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
。
マ
ナ
ス
ル
登
頂
60
周
年
で

も
あ
る
。
山
の
日
と
重
ね
合
わ
せ
て
喜

ん
で
い
る
」と
話
し
た
。
ま
た
、八
木
原

氏
は
「
20
年
に
は
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
が
競
技
種
目
に
な
る
と
こ
ろ

ま
で
き
て
い
る
」な
ど
と
語
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
日
本
山
岳
会
の
１
１
０

周
年
を
喜
び
、
祝
福
し
て
い
た
だ
い
た
。

■
平
出
会
員
に
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

第
17
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
は
、
平

出
和
也
会
員
の
「
世
界
的
な
山
岳
登
攀

と
独
自
の
技
法
に
よ
る
撮
影
実
績
」
に

決
ま
っ
た
。
平
出
会
員
は
、
２
０
０
８

年
の
カ
メ
ッ
ト
南
東
壁
の
初
登
攀
で
日

本
人
と
し
て
初
め
て
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
賞

を
受
賞
し
た
よ
う
に
、
世
界
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
登
攀
活
動
を
続
け
な
が
ら
カ

メ
ラ
マ
ン
と
し
て
数
々
の
貴
重
な
映
像

を
残
し
て
き
た
。
自
身
の
カ
メ
ッ
ト
南

東
壁
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
を
は
じ
め
、
日

本
人
初
の
８
０
０
０
ｍ
峰
14
座
登
頂
者

と
な
っ
た
竹
内
洋
岳
さ
ん
の
ガ
ッ
シ
ャ

ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
な
ど
に
同
行
し
て
撮
影
を

行
な
っ
た
。
13
年
に
は
、
三
浦
雄
一
郎

さ
ん
が
世
界
最
高
齢
で
エ
ベ
レ
ス
ト
の

頂
上
に
立
つ
ま
で
の
様
子
を
撮
影
し
た
。

撮
影
技
術
も
独
創
的
で
、
エ
ベ
レ
ス

ト
山
頂
で
ゾ
ン
デ
棒
を
使
っ
た
俯
瞰
撮

影
や
、
ク
レ
バ
ス
底
か
ら
の
仰
望
撮
影
、

さ
ら
に
田
中
陽
希
さ
ん
の
「
日
本
二
百

名
山
一
筆
書
き
」で
の
並
走
撮
影
な
ど
、

独
自
の
技
法
を
駆
使
し
て
登
山
の
記
録

を
残
し
て
い
る
。
一
流
登
山
家
た
ち
の

祝辞を述べられる八木原日山協会長
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を
か
け
な
い
よ
う
に
―
―
と
。
日
本
山

岳
会
が
い
つ
ま
で
も
よ
き
友
、
よ
き
仲

間
、
よ
き
先
輩
・
後
輩
に
巡
り
会
え
る

楽
し
い
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
厳
し
か
っ
た
が
、
大
き
な

拍
手
が
あ
っ
た
。

【
新
永
年
会
員（
＊
は
復
活
会
員
）】

百
瀬
寿
雄
＊
、
佐
藤
光
俊
＊
、
関
孝

治
、
高
橋
正
彦
、
姫
野
和
記
、
瀧
島
清
、

佐
藤
節
子
、
本
多
圀
雄
、
金
子
泉
、
田

村
英
也
、
大
澤
宣
彦
、
竹
尾
宗
和
、
松

澤
憲
夫
、
柏
敏
明
、
酒
巻
吟
一
、
山
田

硅
二
、
滝
本
幸
夫
、
松
野
賢
珠
、
尾
上

昇
、
神
﨑
忠
男
、
岡
部
紀
正
、
板
橋
元

一
、
糸
原
学
、
梨
羽
時
春
、
田
中
俊
甫
、

高
緑
繁
伸
、
青
木
正
樹
、
宮
沢
章
、
中

西
豊
和
、
佐
藤
浩
幸
、
橋
本
清
、
白
簱

史
朗
、
中
川
智
康
、
松
坂
良
一
、
平
位

剛
、
小
池
恭
弘

■
新
入
会
員
は
２
３
２
人
、
47
人
出
席

続
い
て
新
入
会
員
の
紹
介
。
今
年
は

２
３
２
人
と
、
こ
れ
ま
で
で
最
多
の
新

入
会
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
次

の
時
代
を
支
え
る
人
た
ち
だ
。
晩
餐
会

に
は
、
う
ち
47
人
が
出
席
し
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
っ
た
。
若
さ
で
会
場
が
一
段
と

明
る
く
な
っ
た
。
代
表
挨
拶
に
益
子
穂

高
さ
ん
が
進
み
出
た
。
高
校
２
年
生
だ

と
紹
介
さ
れ
る
と
、
会
場
は
ど
よ
め
き

大
き
な
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
益
子

さ
ん
は「
両
親
が
山
好
き
で〝
穂
高
〟と

名
付
け
て
も
ら
っ
た
。北
は
大
雪
山
、西

は
大
山
を
一
緒
に
登
っ
た
。
高
校
に
は

山
岳
部
が
な
く
、
日
本
山
岳
会
に
入
会

し
た
。
日
本
は
７
割
が
山
で
、
そ
の
山

が
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
持
っ
て
い
る
。

日
本
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

穂
高
、
北
岳
か
ら
の
眺
め
が
忘
れ
ら
れ

な
い
。
将
来
は
海
外
の
山
に
も
登
っ
て

み
た
い
」と
語
っ
た
。

学
生
部
ネ
パ
ー
ル
東
部
登
山
隊
の
６

人
が
登
壇
。
隊
長
・
真
下
孝
典
さ
ん
は

「
昨
年
の
女
子
隊
に
続
き
、今
年
は
男
子

隊
が
チ
ベ
ッ
ト
国
境
稜
線
の
未
踏
峰
・

ジ
ャ
ネ
Ⅱ
峰
に
登
頂
す
る
こ
と
が
で
き

た
」と
挨
拶
、
会
員
の
支
援
・
協
力
に
感

謝
し
た
。

■
恒
例
の
鏡
開
き

恒
例
の
鏡
開
き
は
、
小
林
会
長
の
ほ

か
尾
上
・
記
念
事
業
実
行
委
員
長
、
谷

垣
・
全
国
「
山
の
日
」
協
議
会
長
、
神

﨑
・
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
・
ト
ラ
ス
ト
会
長
、
秩
父
宮
記
念

山
岳
賞
を
受
賞
し
た
平
出
氏
、八
木
原
・

日
本
山
岳
協
会
長
の
６
人
で
行
な
っ
た
。

お
酒
は
故
今
西
壽
雄
名
誉
会
員
ゆ
か
り

の「
四
海
王
」。
森
前
会
長
の
音
頭
で
乾

杯
し
た
。

■
講
演
会
・
写
真
展
・
図
書
交
換
会

晩
餐
会
に
先
立
ち
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
エ
ミ
ネ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
で
海
外
登

山
の
報
告
、
ま
た
、
秩
父
宮
記
念
山
岳

賞
の
受
賞
記
念
講
演
会
が
開
か
れ
た
。

４
階
で
は
写
真
展
・
図
書
交
換
会
が
行

な
わ
れ
た
。
写
真
展
は
、
ア
ル
パ
イ
ン

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
が
開
催
し
、
50

点
強
の
作
品
を
展
示
。
皇
太
子
殿
下
が

ス
イ
ス
・
シ
ー
ニ
ゲ
プ
ラ
ッ
テ
か
ら
望

ん
だ
ア
イ
ガ
ー
と
メ
ン
ヒ
の
写
真
を
出

展
さ
れ
た
。
昨
年
６
月
、
日
本
・
ス
イ

ス
の
国
交
樹
立
１
５
０
周
年
を
記
念
し

ス
イ
ス
を
訪
問
さ
れ
た
際
、
シ
ー
ニ
ゲ

プ
ラ
ッ
テ
を
散
策
さ
れ
て
い
る
。

翌
日
の
懇
親
山
行
は
山
行
委
員
会
が

主
催
し
、
本
栖
湖
北
西
の
パ
ノ
ラ
マ
台

で
行
な
っ
た
。
精
進
湖
登
山
口
か
ら
登

り
始
め
て
中
ノ
倉
峠
ま
で
歩
き
、
本
栖

湖
に
下
り
た
。
中
ノ
倉
峠
は
千
円
札
に

描
か
れ
た
富
士
山
の
展
望
地
。
そ
の
と

お
り
富
士
山
が
美
し
か
っ
た
。
お
よ
そ

90
人
が
参
加
、
新
宿
駅
西
口
か
ら
２
台

の
バ
ス
に
分
乗
し
て
出
か
け
た
。

（
文
・
髙
橋
重
之
、
写
真
・
奥
田
有
恒
）

１
１
０
周
年
記
念
海
外
登
山
報

告
・
講
演
会

■
学
生
部
ネ
パ
ー
ル
東
部
登
山
隊

【
隊
長
】真
下
孝
典（
青
山
学
院
大
４
年
）

【
登
攀
隊
長
】
宮
津
洸
太
郎
（
明
治
大
３

年
）【
隊
員
】
木
村
健
太
（
東
京
工
芸
大

４
年
）▽
芦
刈
新
之
介（
電
気
通
信
大
３

年
）▽
橘
井
駿（
専
修
大
３
年
）▽
野
澤

岳
大（
立
正
大
３
年
）

　

期
間
は
９
月
３
日
か
ら
10
月
23
日
ま

で
、
ネ
パ
ー
ル
東
部
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ

ン
ガ
国
定
公
園
内
、
チ
ベ
ッ
ト
国
境
稜

線
に
あ
る
ジ
ャ
ネ
Ⅱ
峰
お
よ
び
ロ
ー
ナ

ク
・
ピ
ー
ク
の
初
登
頂
を
目
指
し
た
。

ロ
ー
ナ
ク
・
ピ
ー
ク
は
撤
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
ジ
ャ
ネ
Ⅱ
峰
は
初
登
頂

し
た
。‥

‥

９
月
４
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
到
着
。

８
日
、
タ
プ
レ
ジ
ェ
ン
に
到
着
し
キ
ャ

ラ
バ
ン
開
始
。
高
所
順
化
を
経
て
26
日
、

ロ
ー
ナ
ク
・
ピ
ー
ク
へ
ア
タ
ッ
ク
す
る

盛大な拍手で迎えられた新入会員たち
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も
岩
も
ろ
く
撤
退
、
ジ
ャ
ネ
Ⅱ
峰
へ
転

進
す
る
。

10
月
３
日
、全
員
Ａ
Ｂ
Ｃ
入
り
し
、翌

４
日
、
ア
タ
ッ
ク
開
始
す
る
。
頂
上
ま

で
距
離
は
約
３
５
０
０
ｍ
、
標
高
差
は

約
６
５
０
ｍ
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
８
本
（
50

ｍ
）。
午
前
４
時
、先
発
隊
が
出
発
。
30

分
ほ
ど
フ
ィ
ッ
ク
ス
×
２
ピ
ッ
チ
で
氷

河
舌
端
を
乗
り
上
げ
、
わ
ず
か
に
傾
斜

の
あ
る
氷
河
帯
を
進
む
。
大
き
な
ク
レ

バ
ス
は
開
い
て
い
な
い
。
氷
河
が
橋
状

に
残
っ
て
い
る
部
分
を
登
る
。
そ
の
後

は
傾
斜
の
強
い
斜
面
を
右
上
、
ク
レ
バ

ス
の
多
い
箇
所
や
傾
斜
の
強
い
危
険
箇

所
を
進
み
８
時
、
氷
河
帯
通
過
。
８
時

40
分
、
頂
上
直
下
に
取
り
付
い
た
。
緩

傾
斜
の
雪
田
を
最
後
の
雪
壁
に
向
け
直

進
。徐
々
に
傾
斜
の
強
く
な
る
雪
壁
、頂

上
へ
直
登
す
る
ラ
イ
ン
を
登
り
、
12
時

５
分
、
全
員
登
頂
し
た
。

（
速
報
は
会
報
「
山
」11
月
号
に
）

■
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
講
演

未
知
へ
の
挑
戦�

平
出
和
也
会
員

１
９
７
９
年
生
ま
れ
、
長
野
県
諏
訪

郡
富
士
見
町
出
身
。
子
ど
も
の
こ
ろ
よ

り
、
自
宅
か
ら
眺
め
て
い
た
八
ヶ
岳
や

南
ア
ル
プ
ス
で
山
歩
き
を
始
め
る
。
小

学
校
か
ら
剣
道
を
始
め
、
中
学
校
で
は

長
野
県
３
位
に
な
る
。
高
校
で
は
競
歩

の
選
手
と
し
て
全
国
５
位
に
な
り
、
東

海
大
学
に
進
学
後
も
陸
上
部
に
所
属
し
、

日
本
選
手
権
10
位
に
な
る
。そ
の
後
、山

岳
部
に
転
進
。

危
険
な
所
で
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
の
な
か
で
他
人

と
競
う
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
限
界
を
感
じ
、

自
由
な
発
想
で
活
動
で
き
る
山
岳
部
に

魅
力
を
感
じ
た
。
翌
年
、
２
０
０
１
年

に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
未
踏
峰
、
ク
ー
ラ
・

カ
ン
リ（
７
３
８
１
ｍ
）に
初
登
頂
、
８

０
０
０
ｍ
峰
の
チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー
を
ス

キ
ー
で
滑
降
し
た
。
山
と
と
も
に
生
き

る
人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

初
登
頂
や
未
踏
ル
ー
ト
に
こ
だ
わ
り

続
け
、
２
０
０
８
年
イ
ン
ド
・
カ
メ
ッ

ト（
７
７
５
６
ｍ
）の
南
東
壁
よ
り
初
登

攀
・
登
頂
に
よ
っ
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

谷
口
け
い
と
と
も
に
「
第
17
回
ピ
オ
レ

ド
ー
ル
賞
」
を
日
本
人
と
し
て
初
受
賞

し
た
。

課
題
を
見
出
す
嗅
覚
に
伴
う
技
術

僕
よ
り
登
れ
る
人
な
ん
て
国
内
外
に

い
く
ら
で
も
い
る
。
僕
に
人
よ
り
優
れ

て
い
る
部
分
が
あ
る
と
し
た
ら
、
人
の

や
っ
た
こ
と
の
な
い〝
課
題
〟を
見
つ
け

る
嗅
覚
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ

る
能
力
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
か
な
。
い
く

ら
登
る
技
術
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
課
題

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

そ
こ
に
は
絶
対
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
カ
メ
ッ
ト
の
未
踏
の
南
東

壁
と
い
う
魅
力
的
な
課
題
を
見
つ
け
、

そ
れ
を
登
攀
し
得
た
こ
と
、
そ
れ
が
ピ

オ
レ
ド
ー
ル
に
つ
な
が
っ
た
。

人
の
夢
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
登
山

同
じ
年
、竹
内
洋
岳
氏（
日
本
人
初
の

８
０
０
０
ｍ
峰
全
山
登
頂
者
）
の
パ
ー

ト
ナ
ー
兼
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
同
行
。

こ
れ
を
機
に
、
山
岳
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し

て
も
本
格
的
に
活
動
。
13
年
に
は
三
浦

雄
一
郎
氏
の
80
歳
で
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登

頂
を
記
録
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
初

の
８
０
０
０
ｍ
峰
全
山
登
頂
者
ベ
イ
カ

ー
・
グ
ス
タ
フ
ソ
ン
ら
を
撮
影
し
、
海

外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
信
頼
を
得
て
き
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な

ア
イ
デ
ア
の
撮
影
方
法
な
ど
で
新
し
い

世
界
観
を
撮
影
し
て
い
る
。

山
で
撮
影
を
す
る
こ
と
は
、
も
う
ひ

と
つ
の
僕
の
生
き
て
い
く
道
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
自
分
し
か
撮
る
こ
と
の
で
き

な
い
世
界
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
世

界
を
リ
ア
ル
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

手
段
と
し
て
、
多
く
の
登
山
家
に
同
行

し
撮
影
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

が
僕
に
し
か
で
き
な
い
サ
ポ
ー
ト
と
い

う
方
法
で
も
あ
っ
た
。

15
年
の
秋
、
日
本
山
岳
会
極
限
追
求

型
登
山
部
門
の
助
成
金
を
得
て
、
西
ネ

パ
ー
ル
の
ア
ピ
で
予
想
外
の
冒
険
の
末

登
頂
し
、
そ
れ
ら
を
撮
影
し
た
。

■
禁
断
の
南
チ
ベ
ッ
ト中

村
保
名
誉
会
員

中
村
保
名
誉
会
員
は
１
９
３
４
年
、

東
京
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
山
岳
部
で
先

鋭
登
山
を
目
指
す
。
58
年
、
石
川
島
重

工（
現
Ｉ
Ｈ
Ｉ
）に
入
社
し
海
外
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
専
心
。
90
年
～
２
０
１
４
年
の

四
半
世
紀
の
間
に
中
国
南
西
辺
境
「
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
東
」に
37
回
足
を
運
び
、地
理

的
空
白
部
の
全
容
を
ほ
ぼ
解
明
す
る
。

講
演
会
で
は
、「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
・
エ

ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」と
題
し
、昨
年
踏

査
し
た
地
域
を
多
く
の
写
真
・
地
図
を

交
え
て
紹
介
し
た
。
ラ
サ
の
東
に
位
置

す
る
未
踏
の
郭
格
拉
日
居
（
ゴ
イ
カ
ル

ラ
リ
グ
ー
）
山
群
と
ヤ
ル
ン
・
ツ
ァ
ン

ポ
ー
南
岸
の
６
０
０
０
ｍ
峰
の
山
塊
を

講演する平出和也会員
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準
会
員
は
、
検
討
案（
４
・
１
版
）に

よ
る
と
、
具
体
的
に
は
①
３
年
間
以
内

に
正
会
員
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
②
入
会
金
は
５
０
０
０
円
、
年
会
費

は
６
０
０
０
円
と
す
る
③
会
員
総
会
で

の
議
決
権
は
な
い
④
日
本
山
岳
会
の
各

種
行
事（
含
晩
餐
会
）に
参
加
で
き
、
山

行
に
原
則
と
し
て
参
加
で
き
る
⑤
会
報

「
山
」は
郵
送
し
、『
山
岳
』は
有
料
と
す

る　
　

な
ど
。

定
款
で
の
規
定
は
最
小
限
に
と
ど
め
、

詳
細
は
理
事
会
で
決
定
す
る
規
程
で
定

め
る
。
そ
の
際
、
永
年
会
員
の
ほ
か
終

身
、
賛
助
、
夫
婦
制
度
に
つ
い
て
合
わ

せ
て
変
更
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。
永

年
会
員
の
年
会
費
に
つ
い
て
は
、
実
費

相
当
額
の
６
０
０
０
円
に
す
る
こ
と
に

固
ま
り
つ
つ
あ
る
。

準
会
員
制
度
に
対
す
る
意
見
が
支
部

か
ら
出
さ
れ
た
。
若
い
人
の
入
会
を
促

す
に
は
い
い
制
度
だ
と
評
価
す
る
意
見

が
多
か
っ
た
。
入
会
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
入
会
金
・
会
費
の
ハ
ー
ド
ル
が

下
が
る
。

し
か
し
、
千
葉
、
岐
阜
、
石
川
、
北

海
道
、
埼
玉
、
宮
城
な
ど
、
多
く
の
支

部
が
支
部
独
自
の
会
友
制
度
を
持
っ
て

い
る
。「
会
友
が
正
会
員
に
移
行
し
て

ほ
し
い
の
だ
が
、
な
か
な
か
進
ま
な

い
」、「
居
心
地
が
い
い
ら
し
く
定
住
し

て
い
る
」、
そ
ん
な
状
況
で「
会
友
か
ら

準
会
員
へ
の
移
行
は
難
し
い
」
な
ど
と

話
さ
れ
た
。
逆
コ
ー
ス
を
懸
念
す
る
支

部
も
あ
っ
た
。
正
会
員
だ
っ
た
の
を
退

会
し
、
会
友
に
な
っ
た
例
も
あ
っ
た
と

い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
会
友
が
す
べ
て

準
会
員
に
取
っ
て
代
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
は
な
い
。
支
部
独
自
の
制

度
は
、
支
部
の
任
意
と
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。

準
会
員
の
入
会
後
の
活
動
を
支
え
る

〝
受
け
皿
〟を
ど
う
つ
く
る
か
。
正
会
員
、

準
会
員
、
会
友
の
３
つ
の
会
員
の
区
別

化
を
ど
う
図
る
か
。
課
題
は
多
い
。
年

内
に
最
終
案
を
つ
く
り
、
１
月
の
会
報

「
山
」で
会
員
に
周
知
、
広
く
意
見
を
求

め
る
考
え
だ
。

‥

（
文
・
髙
橋
重
之
）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
中
国
・
イ
ン
ド
の

実
効
的
な
国
境
で
あ
る
マ
ク
マ
ホ
ン
・

ラ
イ
ン
と
ブ
ー
タ
ン
国
境
へ
の
接
近
を

視
野
に
入
れ
た
。　
　
　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ラ
サ
暴
動
以

降
、
東
・
南
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
外
国
人
の

入
域
は
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
統

制
・
検
閲
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
た
。

不
確
定
な
状
況
の
な
か
で
成
果
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
チ
ベ
ッ
ト
族

ガ
イ
ド
の
人
脈
、
調
査
・
交
渉
能
力
と

機
転
の
お
陰
だ
と
い
う
。

状
況
は
厳
し
く
、
４
つ
の
許
可
が
必

要
で
早
め
の
手
配
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
終
的
に
許
可
証
が
航
空
便
で
届
い
た

の
は
成
都
を
発
つ
前
日
で
あ
っ
た
。

統
制
は
異
常
だ
っ
た
。
通
過
・
滞
在

す
る
県
の
公
安
に
は
必
ず
出
頭
し
た
。

幹
線
道
路
沿
い
で
は
公
安
・
警
察
の
チ

ェ
ッ
ク
・
ポ
ス
ト
で
許
可
証
を
提
示
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
幹
線
道
路
で
は

通
行
車
の
ス
ピ
ー
ド
・
チ
ェ
ッ
ク
が
頻

繁
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
チ
ベ
ッ
ト
族

へ
の
締
め
付
け
が
続
く
な
か
で
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
中
村
名
誉
会
員
は
、
03
年
に
第

６
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞
さ
れ

た
。
そ
の
記
録
は
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
』

『
深
い
浸
食
の
国
』『
最
後
の
辺
境
―
―

チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
』
な
ど
に
ま
と

め
ら
れ
、
16
年
に
は
１
１
０
周
年
記
念

出
版
と
し
て
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東　
　

山

岳
地
図
帳
』が
刊
行
さ
れ
る
。

（
講
演
・
報
告
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
た

だ
い
た
レ
ジ
メ
を
基
に
構
成
し
た
。

文
・
髙
橋
重
之
、
写
真
・
奥
田
有
恒
）

平
成
27
年
度
支
部
長
会
議

準
会
員
制
度
導
入
を
話
し
合
う

毎
年
、
年
次
晩
餐
会
に
先
立
っ
て
開

催
し
て
い
る
支
部
長
会
議
は
、
12
月
５

日
午
前
10
時
30
分
か
ら
晩
餐
会
と
同
じ

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
全

国
32
支
部
か
ら
支
部
長
が
参
加
し
た
。

会
務
報
告
の
後
、
吉
川
正
幸
副
会
長
が

準
会
員
制
度
に
つ
い
て
再
生
委
員
会
で

の
検
討
結
果
を
報
告
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
意
見
交
換
し
た
。

吉
川
副
会
長
は
「
会
員
増
強
の
た
め

再
生
委
員
会
の
中
に
常
務
理
事
が
参
加

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

り
、
支
部
事
業
委
員
会
な
ど
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
準
会
員
制
度
案
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
き
た
。
長
期
間
検
討

し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
会
の
財
政
が

悪
化
す
る
ば
か
り
で
待
っ
た
な
し
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
来
年
の
総
会
に
諮
り
、

速
や
か
に
発
足
さ
せ
た
い
」と
語
っ
た
。

記念式典の前に開催された全国支部長会議
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国
際
山
岳
連
盟
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
年
次
総
会

２
０
１
５
（
今
年
は
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で

10
月
21
～
24
日
開
催
）に
、Ｊ
Ａ
Ｃ
名
誉

会
員
の
名
目
で
オ
ブ
ザ
ー
バ
―
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
多
く
の
友
人
に
再
会
、

意
義
深
い
３
日
間
で
し
た
。
総
会
に
は

日
山
協
か
ら
神
﨑
忠
男
さ
ん（
前
会
長
、

現
顧
問
）、
八
木
原
圀
明
さ
ん
（
現
会

長
）、小
野
寺
斉
さ
ん（
事
務
局
長
）が
公

式
代
表
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。‥

総
会

の
議
事
に
つ
い
て
は
小
生
が
報
告
紹
介

す
る
立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

こ
で
は
韓
国
の
登
山
界
に
関
連
し
て
個

人
的
に
強
く
受
け
た
印
象
を
紹
介
し
ま

す
。　

K
orean‥A

lpine‥F
ederation

＝

K
A

F
‥

の
活
動
、N

ational‥M
ountain‥

M
useum

、
ス
ー
パ
ー
・
ク
ラ
イ
マ
ー‥

C
hang-H

o‥K
IM

さ
ん
に
つ
い
て
で
す
。

Ｋ
Ａ
Ｆ（
韓
国
山
岳
連
盟
）

韓
国
で
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
が
興
っ

た
の
は
１
９
２
０
年
代
で
、
い
く
つ
か

の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
、そ
の

の
ち
１
９
４
５
年
に‥C

orean‥A
lpine‥

C
lub‥

が
そ
の
中
核
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
で
登
山
活
動
は

中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
戦
後
す

ぐ
登
山
活
動
は
復
活
し
、
１
９
６
２
年

にK
orean‥A

pine‥F
ederation

（
Ｋ
Ａ

Ｆ
）が
創
立
さ
れ
た
。
Ｋ
Ａ
Ｆ
は
１
９

６
６
年
に
教
育
省
の
認
可
と
支
援
を
受

け
、
１
９
７
０
年
に
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
に
参
加

し
た
。
１
９
７
７
年
の
韓
国
隊
エ
ベ
レ

ス
ト
初
登
頂
を
推
進
、
１
９
９
４
年
に

ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
に
創
立
と

同
時
に
参
加
し
た
。
１
９
９
９
年
ま
で

に
有
力
な
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
を
集

約
し
、２
０
１
２
年
に
は‥K

orean‥S
ki‥

M
ountaineering‥A

ssociation

を
設

立
、
さ
ら
に
広
範
な
活
動
を
展
開
し
て

き
た
。
現
在
の
会
長
は‥Injeong‥L

E
E

さ
ん
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
はC

hristine‥P
A

E
さ

ん
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｋ
Ａ
Ｆ
の
国
際
関

係
を
仕
切
る
、
有
能
で
英
語
の
堪
能
な

女
性
で
あ
る
。
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
の
事
務
局
長

を
務
め
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
ア
ジ
ア
代
表
の

一
人
で
も
あ
る
。
今
回
の
ソ
ウ
ル
総
会

で
も
、
司
会
進
行
役
と
し
て
そ
の
タ
レ

ン
ト
が
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｍ
Ｍ 

（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
山
岳
博
物
館
）

景
勝
地
、
雪
岳
山
の
麓
に
昨
年
11
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
日
本
で
は
考
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
充
実
し
た
施
設
で
あ
る
。

韓
国
登
山
界
の
発
展
と
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
る
。
写
真
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。
３
階
建
て
に
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・

ホ
ー
ル
、
オ
ー
ド
ト
リ
ア
ム
、
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
体
験
ル
ー
ム
、
イ
ン
ド
ア
・
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ホ
ー
ル
、
現
代
登
山
の

歴
史
展
示
、
韓
国
の
登
山
文
化
紹
介
と

多
彩
で
あ
る
。
神
﨑
忠
男
さ
ん
曰
く

「
昨
今
の
日
本
の
登
山
界
の
状
況
で
は
、

日
本
に
こ
ん
な
立
派
な
山
岳
博
物
館
を

造
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
…
…
」。

C
hang H

o K
IM

 

（
韓
国
最
強
の
ク
ラ
イ
マ
ー
）

ナ
シ
ョ
ナ
ル
山
岳
博
物
館
で
の

C
hang-H

o‥K
IM

の
講
演
に
は
圧
倒
さ

れ
た
。
８
０
０
０
ｍ
峰
1４
座
を
登
っ
た

だ
け
で
な
く
、
彼
の
登
山
活
動
は
精
力

的
、
独
創
的
、
広
範
囲
、
多
彩
で
群
を

抜
い
て
い
る
。
恐
ら
く
世
界
で
彼
を
凌

駕
す
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
イ
マ
ー
は

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
現
在

は
韓
国
山
岳
連
盟
の
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ

ョ
ン
担
当
の
理
事
で
、
同
連
盟
は
彼
を

厚
遇
し
て
い
る
（
講
演
の
中
で
中
村
の

東
チ
ベ
ッ
ト
踏
査
の
こ
と
に
も
触
れ
た

こ
と
は
驚
き
だ
っ
た
）。

２
０
１
３
年
５
月
20
日
、Chang-H

o‥
K

IM

と
パ
ー
ト
ナ
ー
は
人
力
の
み
で

海
抜
０
ｍ
か
ら
世
界
最
高
峰
の
頂
に
到

達
し
た
。
こ
れ
で
４４
歳
の
韓
国
登
山
家

は
、
無
酸
素
で
８
０
０
０
峰
1４
座
完
登

の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。

０ 

to 

８
８
４
８
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
パ

ー
ト
ナ
ー
：S

ung-H
o‥S

E
O

‥

3４
歳
）

イ
ン
ド
洋
ベ
ン
ガ
ル
湾
～
コ
ル
カ
タ

（
カ
ル
カ
ッ
タ
）
…
…
カ
ヤ
ッ
ク
（
１
５

６
㎞
）、
コ
ル
カ
タ
～
ネ
パ
ー
ル
・
ト
ゥ

ム
リ
ン
タ
ー
ル
…
…
自
転
車
（
８
９
３

㎞
）、ト
ゥ
ム
リ
ン
タ
ー
ル
～
エ
ベ
レ
ス

ト
Ｂ
Ｃ
…
…
ト
レ
ッ
ク
（
１
６
２
㎞
）、

無
酸
素
で
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
。
イ
ン
ド

P
eports

Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
２
０
１
５
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
開
催

中
村
保

講演するChang‥Ho‥KIMさん



山　847−２０15・1２・２０（第三種郵便物認可）

■7

洋
～
エ
ベ
レ
ス
ト
Ｂ
Ｃ（
４0
日
）エ
ベ
レ

ス
ト
登
攀（
４0
日
）　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
伝
説
的
ク
ラ
イ
マ
ー

Jerzy‥K
ukuezka

の
８
０
０
０
峰
1４

座
完
登
の
記
録
を
、C

hang-H
o‥K

IM

は
７
年
10
ヶ
月
６
日
で
達
成
し
、
3８
日

間
短
縮
し
た
。
し
か
し
、
不
幸
な
こ
と

に
パ
ー
ト
ナ
ー
のS

ung-H
o‥S

E
O

（
８

０
０
０
峰
12
座
登
頂
）
は
下
山
中
に
翌

朝
、
第
４
キ
ャ
ン
プ（
７
９
５
０
m
）で

息
絶
え
て
発
見
さ

れ
た
。

C
hang-H

o 
K

IM

の
主
な
登

山
記
録

1993‥‥‥G
reat‥

T
rango‥T

ow
er‥

（6284m
,‥

K
arakorum

）‥
ascent
1996‥‥‥
G

asherbrum
‥IV

‥
（7925m

,‥
K

arakoram
）‥

east‥face‥new
‥

route‥attem
pted

2001‥‥‥K
hache‥

B
ranga‥

（5560m
,‥

K
arakorum

）‥
1st‥ascent‥‥
H

onboro‥P
eak‥

（5500m,‥Karakoram

）‥
1st‥ascent‥‥

S
hikari‥

（5924m
,‥H

indu‥
K

ush

）‥new
‥route‥1st‥ascent

2001

～02‥S
olo‥expedition‥in‥

K
arakoram

‥and‥H
indu‥K

ush‥
R

anges
2003‥‥‥D

elhi‥S
ang‥S

ar‥

（6225m
,‥

P
am

ir

）‥solo‥1st‥ascent‥‥
A

tar‥K
or‥

（6189m
,‥H

indu-
raji

）‥1st‥ascent‥‥
H

aiz‥K
or‥

（6105m
,‥H

indu-

raji

）‥1st‥ascent‥‥
B

akm
a‥B

rag‥

（6150m
,‥

K
arakoram

）‥1st‥ascent
2005‥‥‥N

anga‥P
arbat‥

（8126m
,‥

P
akistan

）‥Rupal‥face‥ascent
2008‥‥‥B

atura‥II‥

（7762m
,‥

K
arakoram

）‥1st‥ascent
2013‥‥‥H

im
jung‥

（7126m
,‥N

epal

）‥
1st‥ascent‥C

om
pleted‥

14*8000m
‥w

/o‥oxygen

雪岳山麓にオープンしたナショナル山岳博物館

ランタン谷復興支援シンポジウム
2015大なだれ　　悲劇の実態と復興に向けて
＜プログラム＞
１．「山が崩れ、村が埋もれた　　ランタン谷‥2015／04／25」
　　（兵頭　渉／大阪市立大山岳会ＯＢランタン・リ遠征隊）
２．「現地調査報告・ランタン村に何がおきたか？」‥ ‥

（藤田　耕史／ネパール・ランタン谷における雪氷土砂
災害調査隊）

３．「大なだれとゾモたち　　民間でできる復興支援」
　　（貞兼　綾子／ランタンプラン）
４．主要山岳６団体の募金状況と今後の取り組み
５．ディスカッション＆質疑応答

日　時　2016年１月10日（日）13：00〜17：00（開場12：30）
場　所　ＪＩＣＡ国際会議場（ＪＲ市ヶ谷駅から徒歩10分、

都営地下鉄市ヶ谷駅Ａ１出口から徒歩10分、東京メ
トロ市ヶ谷駅６番出口から徒歩８分）

参加費　１，０００円
主　催　ランタンプラン
共　催　ネパール・ランタン谷における雪氷土砂災害調査隊‥

2015年ネパール地震と地震災害に関する総合調査隊
後　援　公益社団法人日本山岳協会ほか
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ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス
ム（
７
５
６
４
ｍ
）

は
、
ブ
ー
タ
ン
北
東
部
、
中
国
と
の
国

境
に
位
置
し
、
首
都
の
テ
ィ
ン
プ
ー
か

ら
北
東
へ
距
離
に
し
て
約
１
０
０
㎞
離

れ
た
ル
ナ
ナ
地
方
に
あ
る
。
我
々
一
行

（
ツ
ア
ー
実
施
＝
ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー

サ
ー
ビ
ス
）
は
、
こ
の
ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス

ム
を
間
近
に
展
望
す
る
た
め
に
、
テ
ィ

ン
プ
ー
か
ら
登
山
ス
タ
ー
ト
の
玄
関
口

ブ
ム
タ
ン
ま
で
、
３
つ
の
３
０
０
０
ｍ

以
上
の
峠
を
越
え
て
車
で
移
動
す
る
。

ブ
ー
タ
ン
で
は
、
こ
の
ル
ー
ト
は
幹
線

道
路
で
あ
り
、
舗
装
が
施
さ
れ
て
い
る

が
、
険
し
い
断
崖
絶
壁
に
拓
か
れ
た
た

め
か
所
々
斜
面
か
ら
土
砂
が
こ
ぼ
れ
、

舗
装
が
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
箇
所

や
、
ま
た
道
路
拡
張
工
事
を
急
ピ
ッ
チ

に
進
め
て
お
り
、
至
る
所
で
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
が
道
路
工
事
に
活
躍
し
、
何
度
も

交
通
規
制
で
足
留
め
を
さ
れ
た
。
我
々

の
山
旅
は
、
そ
ん
な
長
時
間
移
動
と
悪

路
で
の
左
右
上
下
へ
の
揺
れ
と
格
闘
し

な
が
ら
、
ブ
ム
タ
ン
ま
で
の
道
の
り
と

奮
闘
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

さ
て
、
ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス
ム
登
山
の
歴

史
は
１
９
７
３
年
、
イ
ン
ド
・
ブ
ー
タ
ン

合
同
隊
に
よ
る
南
面
の
試
登
か
ら
始
ま

り
、
１
９
８
６
年
の
英
国
隊
の
南
面
か

ら
の
試
登
ま
で
の
14
年
間
に
５
つ
の
遠

征
隊
が
登
山
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
の
隊
も
山
頂
に
立
つ
こ
と
は
で

き
ず
、
そ
の
後
、
ブ
ー
タ
ン
政
府
が
信

仰
上
の
理
由
で
登
山
許
可
を
出
さ
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
も
未
踏
の
ま

ま
で
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

テ
ィ
ン
プ
ー
か
ら
１
時
間
ほ
ど
車
で

走
っ
た
所
に
観
光
地
と
し
て
も
有
名
な

展
望
地
の
ド
チ
ュ
峠
が
あ
る
が
、
こ
こ

か
ら
ブ
ー
タ
ン
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
屏
風
の
よ

う
に
一
望
で
き
、
ひ
と
際
存
在
感
を
持

つ
巨
大
な
山
が
ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス
ム
で

あ
る
。
特
に
こ
の
山
の
南
東
面
の
３
㎞

ほ
ど
の
切
れ
落
ち
た
巨
大
な
壁
と
、
東

面
へ
連
な
る
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
の
尾
根
や

ヒ
マ
ラ
ヤ
襞
の
壁
は
圧
巻
で
あ
る
。
今

回
、
我
々
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
そ
の

最
も
迫
力
の
あ
る
南
東
面
に
接
近
す
る

チ
ャ
ム
カ
ー
ル
谷
を
詰
め
て
い
く
ル
ー

ト
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
１
９
８

５
年
に
イ
ヴ
ォ
ン
・
シ
ュ
イ
ナ
ー
ド
な

ど
ア
メ
リ
カ
の
精
鋭
ク
ラ
イ
マ
ー
か
ら

な
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
隊
が
当
時
、
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
使

用
し
て
お
り
、
彼
ら
は
南
東
壁
直
下
ま

で
至
っ
た
も
の
の
、
こ
の
巨
大
な
壁
を

眼
前
に
し
て
あ
ま
り
に
も
難
攻
不
落
の

壁
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
登
山
を
断
念

し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
チ
ャ
ム
カ
ー
ル
谷
を
訪
れ

た
外
国
人
は
極
め
て
少
な
く
、
我
々
が

調
べ
た
数
々
の
文
献
記
録
か
ら
は
、
折

り
返
し
の
バ
ム
ル
パ（
４
４
３
０
ｍ
）ま

で
日
本
人
グ
ル
ー
プ
が
入
山
し
た
記
録

が
残
っ
て
い
な
い
ル
ー
ト
で
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
人
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は

今
回
、
初
め
て
我
々
が
足
を
踏
み
入
れ

創
立
１
１
０
周
年
記
念
ツ
ア
ー
報
告

ブ
ー
タ
ン
・
ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス
ム
大
展
望 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
14
日
間

亀
田
広
明

チャムカール谷から見上げたガンカープンスム南東面
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る
こ
と
と
な
る（
た
だ
し
、ツ
ァ
ン
パ
付

近
ま
で
は
、
青
い
ケ
シ
を
探
し
て
日
本

人
が
訪
れ
て
い
る
記
録
が
あ
る
）。

我
々
は
、
日
本
人
グ
ル
ー
プ
と
し
て

は
最
初
と
な
る
こ
の
ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス

ム
南
東
面
を
間
近
に
展
望
す
る
コ
ー
ス

に
、
不
安
と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な

が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ス
タ
ー
ト
地
の
標
高
２
８
２
０
ｍ
の
ナ

ス
フ
ェ
ル
村
か
ら
折
り
返
し
の
標
高
４

４
３
０
ｍ
の
バ
ム
ル
パ
ま
で
の
往
復
距

離
は
、
約
１
０
０
㎞
の
道
の
り
で
あ
り
、

１
日
の
高
所
順
応
滞
在
日
を
含
め
て
７

泊
８
日
で
歩
く
こ
と
と
な
る
。
入
山
日

は
14
㎞
、
２
日
目
の
ツ
ァ
ン
パ（
３
６
７

５
ｍ
）ま
で
は
16
㎞
の
行
程
で
あ
る
が
、

こ
の
区
間
は
樹
林
帯
の
中
を
沢
沿
い
に

歩
く
荒
れ
た
ル
ー
ト
で
、
ゴ
ロ
タ
石
と

泥
濘
と
の
格
闘
で
あ
っ
た
。
現
地
に
住

む
わ
ず
か
な
村
人
の
往
来
く
ら
い
し
か

な
い
の
で
、
道
は
荒
れ
て
い
た
。

ま
た
、
両
日
と
も
小
雨
の
中
で
の
登

山
で
あ
っ
た
た
め
、疲
労
度
も
増
す
。３

日
目
は
高
所
順
応
の
た
め
に
ツ
ァ
ン
パ

で
１
日
滞
在
し
、
４
日
目
か
ら
ゴ
ル
チ

ャ
ン（
４
１
８
０
ｍ
）へ
向
け
て
登
山
を

再
開
。
し
ば
ら
く
は
樹
林
帯
の
中
を
進

む
ル
ー
ト
で
展
望
は
得
ら
れ
な
い
が
、

標
高
４
０
０
０
ｍ
付
近
か
ら
急
に
谷
が

開
け
、
目
の
前
に
我
々
を
歓
迎
す
る
よ

う
に
ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス
ム
が
、
遠
望
で

は
あ
る
が
姿
を
現
し
た
。
間
も
な
く
し

て
宿
泊
地
の
ゴ
ル
チ
ャ
ン
に
到
着
。

翌
朝
、
ゴ
ル
チ
ャ
ン
の
キ
ャ
ン
プ
地

は
、
一
面
の
雪
景
色
に
変
わ
っ
て
い
た
。

目
の
前
に
見
え
る
は
ず
の
ガ
ン
カ
ー
プ

ン
ス
ム
も
白
い
雲
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
、

姿
が
見
え
な
い
。
そ
れ
で
も
期
待
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
最
終
キ
ャ
ン
プ

地
の
バ
ム
ル
パ（
４
４
３
０
ｍ
）を
目
指

す
。
さ
ら
に
広
々
と
し
て
き
た
谷
を
進

む
と
、
次
第
に
目
の
前
の
ガ
ン
カ
ー
プ

ン
ス
ム
に
懸
か
っ
て
い
た
雲
が
取
れ
始

め
、
全
容
を
現
し
た
。
こ
の
間
、
あ
っ

と
い
う
間
の
出
来
事
だ
っ
た
。
突
然
現

れ
た
そ
の
山
容
は
、
昨
日
よ
り
も
一
層

間
近
に
迫
り
、
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て

存
在
感
を
増
し
て
い
た
。
メ
ン
バ
ー
全

員
が
突
然
に
現
れ
た
そ
の
山
容
に
感
動

し
、
歓
喜
に
沸
い
た
。
そ
こ
か
ら
バ
ム

ル
パ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
近
く
は

な
か
っ
た
が
、
心
が
弾
む
よ
う
な
感
動

は
、メ
ン
バ
ー
の
歩
行
を
軽
快
な
も
の
に

変
え
、
あ
っ
と
い
う
間
に
折
り
返
し
の

キ
ャ
ン
プ
地
に
到
着
し
た
。

我
々
は
そ
の
後
、
バ
ム
ル
パ
の
キ
ャ

ン
プ
地
の
横
に
聳
え
る
斜
面
を
４
６
０

０
ｍ
付
近
ま
で
登
り
、
間
近
に
迫
る
未

踏
の
世
界
最
高
峰
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能

し
た
。
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深
田
久
弥『
日
本
百
名
山
』の
英
訳
版

刊
行
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
。同
書
の
内
容
は
本
誌
３
月（
８
３

８
）号
で
紹
介
し
た
が
、そ
れ
が
機
縁
に

な
っ
て
、
訳
者
の
マ
ー
チ
ン
・
フ
ッ
ド

M
artin‥H

O
O

D

さ
ん（
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
在
住
）と
連
絡
が
つ
き
、
手
紙
や

e
メ
ー
ル
で
の
交
信
が
重
な
っ
た
。
そ

の
過
程
で
、
日
本
に
来
る
機
会
が
あ
っ

た
ら
当
会
で
英
訳
版
の
話
を
し
て
も
ら

え
な
い
か
、
と
い
う
申
し
出
を
し
た
と

こ
ろ
快
諾
を
得
て
そ
れ
が
実
現
。
10
月

16
日
に
同
氏
と
夫
人
の
山
田
晴
美
さ
ん

を
迎
え
て
の
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

当
日
、
図
書
委
員
会
の
三
好
ま
き
子

委
員
長
が
Ｊ
Ｒ
市
ヶ
谷
駅
に
迎
え
に
行

く
手
筈
に
な
っ
て
い
た
が
、
予
定
時
刻

よ
り
も
早
く
に
当
会
事
務
所
入
口
に
、

に
こ
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
フ
ッ
ド

夫
妻
が
姿
を
見
せ
た
。
先
手
を
と
ら
れ

た
感
じ
だ
っ
た
が
、
初
対
面
の
挨
拶
を

す
ま
せ
て
か
ら
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の

な
か
で
話
が
進
ん
だ
。
事
務
局
図
書
室

担
当
の
田
村
典
子
さ
ん
に
案
内
し
て
も

ら
い
、
書
庫
に
入
る
。
望
月
達
夫
名
誉

会
員
寄
贈
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

ス
が
並
ぶ
書
棚
に
は
眼
を
輝
か
せ
て
い

た
し
、
Ｈ
・
Ｂ
・
ド
・
ソ
シ
ュ
ー
ル
の『
ア

ル
プ
ス
の
旅
』４
巻（
１
７
７
９
～
１
７

９
６
年
刊
）を
手
に
し
て
、「
初
め
て
見

ま
し
た
」と
喜
ん
で
い
た
。

集
会
に
は
、
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

に
関
係
す
る
当
会
石
川
支
部
の
大
庭
保

夫
会
員
な
ど
地
方
か
ら
の
参
加
者
や
、

予
告
が『
山
と
溪
谷
』誌
に
掲
載
さ
れ
た

関
係
か
、
当
会
会
員
以
外
の
複
数
の
参

加
者
も
あ
り
、
こ
の
種
の
集
会
で
の
平

均
を
上
回
る
40
名
に
な
っ
た
。

講
演
は
三
好
委
員
長
が
進
行
役
に
な

り
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
使
用
の
写
真
を
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
て
始
ま
っ
た
。タ
イ
ト

ル
は「M

atterhorn
V

S
.‥M

t
F

uji‥

外

国
に
も
名
山
は
あ
り
う
る
か
？
」。日
本

の
登
山
史
が
な
め
ら
か
な
日
本
語
で
語

ら
れ
、
小
島
烏
水
や
志
賀
重
昂
な
ど
の

名
前
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
口
か
ら
流
れ
出

て
く
る
の
は
新
鮮
な
印
象
だ
っ
た
。
話

は
多
岐
に
わ
た
り
、
全
体
の
紹
介
は
本

誌
の
枠
内
で
の
分
量
を
超
え
る
の
で
、

フ
ッ
ド
さ
ん
に
再
整
理
し
て
も
ら
い

『
山
岳
』
２
０
１
６
年
号
に
掲
載
す
る
。

ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ
た
最
後
の
写

真
は
雲
海
の
日
没
だ
っ
た
が
、
質
疑
応

答
の
な
か
で
、
日
本
で
は
日
没
よ
り
も

日
の
出
が
主
役
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
日
没
に
焦
点
が
当
た
る
例
が
多
い
。

レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の「
モ
ン
・

ブ
ラ
ン
の
日
没
」な
ど
、と
い
う
興
味
深

い
指
摘
が
飯
田
年
穂
会
員
（
明
治
大
学

教
授
）か
ら
あ
っ
た
。フ
ッ
ド
さ
ん
も
当

然
そ
の
エ
ッ
セ
イ
は
知
っ
て
い
て
、
話

題
が
高
度
な
水
準
に
な
っ
た
の
は
お
も

し
ろ
か
っ
た
。

JA
P

A
N

E
S

E
‥A

L
P

IN
E

‥N
E

W
S

（
当
会
の
海
外
向
け
英
文
機
関
誌
）
中

村
保
編
集
長
か
ら
は
同
誌
に
英
訳
版
紹

介
掲
載
の
説
明
が
あ
り
、「
そ
の
反
響

は
？
」
と
い
う
問
い
か
け
へ
の
答
え
は

「
静
か
で
す
ね
」。English‥gentlem

an

ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
だ
っ
た
。

終
了
後
、『
山
と
溪
谷
』誌
副
編
集
長

の
大
畑
貴
美
子
さ
ん
ほ
か
時
間
に
余
裕

の
あ
る
人
が
参
加
し
て
、
近
く
の
店
で

夫
妻
と
酒
席
を
共
に
し
て
歓
談
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
山
岳
会
の
機
関
誌
『T

H
E

‥
A

L
P

IN
E

‥JO
U

R
N

A
L

』２
０
１
５
年

号
に
は
、
英
訳
版
紹
介
を
兼
ね
て
日
本

の
登
山
文
化
を
語
る
フ
ッ
ド
さ
ん
の
エ

ッ
セ
イ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
日
本

以
外
の
国
の
人
に
と
っ
て
、
日
本
の
山

はblack‥hole

だ
。
つ
い
最
近
ま
で
、英

語
で
な
ら
日
本
ア
ル
プ
ス
の
こ
と
を
知

る
よ
り
も
東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
や
ヒ
マ

ラ
ヤ
奥
地
の
情
報
を
と
る
ほ
う
が
や
さ

し
か
っ
た
」と
書
か
れ
て
い
る
が
、日
本

の
山
に
関
す
る
文
章
が
世
界
最
高
の
山

岳
誌
に
載
る
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
エ
ッ
セ
イ
は『
日
本
百
名
山
』

の「
御
嶽
」に
あ
る「
こ
の
山
の
無
尽
蔵

ぶ
り
は
、
ま
だ
大
部
分
が
ア
ン
カ
ッ
ト

の
厖
大
な
書
物
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ど
の
ペ
ー
ジ
を
切
っ
て
も
、
他
の
ど
の

本
に
も
書
い
て
な
い
こ
と
が
見
つ
か
る

だ
ろ
う
。そ
ん
な
山
で
あ
る
」を
引
い
て

「
他
の
ど
の
本
に
も
書
い
て
な
い
こ
と

が
見
つ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
誰
も
が

も
っ
と
読
み
た
い
と
期
待
す
る
。Nihon 

H
yakum

eizan

は
そ
ん
な
本
で
あ
る
」

と
結
ば
れ
て
い
る
。

B
ooks

『
日
本
百
名
山
』英
訳
版
を
め
ぐ
っ
て

大
森
久
雄

ＪＡＣルームで講演するＭ・フッド氏
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松
浦
輝
夫
氏
を
偲
ぶ

 
平
林
克
敏

11
月
６
日
昼
に
ご
逝
去
の
連
絡
を
受

け
、
残
念
無
念
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
顔
は
安
ら
か

で
、
衰
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
家

族
に「
あ
り
が
と
う
」と
感
謝
の
言
葉
を

何
度
も
残
し
て
の
最
期
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

何
事
も
熱
心
で
、
一
貫
し
た
気
骨
の

持
ち
主
で
、
気
概
に
満
ち
満
ち
た
行
動

力
は
登
山
の
み
な
ら
ず
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
の
前
か
ら
植
物
に
興
味
を
持
ち
、
エ

ベ
レ
ス
ト
登
頂
後
は
屋
久
島
に
こ
も
り
、

陶
芸
か
ら
蘭
の
栽
培
に
至
る
ま
で
実
に

多
彩
な
趣
味
を
極
め
る
と
い
う
集
中
し

た
生
き
方
で
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
エ

ベ
レ
ス
ト
隊
員
全
員
に
感
謝
を
込
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
手
作
り
の
陶
芸
品

を
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
粋
な

計
ら
い
で
あ
っ
た
こ
と
か
。
私
た
ち
山

仲
間
は
、
登
山
を
通
し
て
知
り
得
た
彼

の
別
な
姿
を
、
半
世
紀
に
わ
た
り
見
続

け
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

松
浦
君
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
と

き
も
シ
ェ
ル
パ
の
ピ
ン
ジ
ュ
ー
を
大
変

気
に
か
け
て
い
ま
し
た
。
彼
は
早
大
の

ロ
ー
ツ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
で
、
８
０
０
０
ｍ

か
ら
の
撤
退
の
と
き
、
行
動
を
共
に
し

た
シ
ェ
ル
パ
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
私

が
２
次
隊
で
ザ
イ
ル
を
結
ぶ
シ
ェ
ル
パ

を
チ
ャ
タ
レ
ー
に
決
め
、
最
高
キ
ャ
ン

プ
に
い
る
彼
に
こ
の
決
定
を
伝
え
る
と

「
残
念
で
す
が
、ど
う
か
彼
を
慰
め
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
」と
言
う
。
サ
ウ
ス
・
コ

ル
と
最
高
キ
ャ
ン
プ
の
や
り
取
り
は

「
次
の
第
３
ス
テ
ー
ジ
で
必
ず
彼
を
推

挙
す
る
」こ
と
を
約
束
し
て
、私
た
ち
の
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会
話
は
終
わ
り
ま
し
た
。

松
浦
君
と
私
の
間
で
は
、
生
前
に
明

ら
か
に
し
て
お
き
た
か
っ
た
話
題
が
一

つ
残
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
は「
全
隊
員

の
土
産
に
頂
上
の
石
を
一
つ
で
も
多
く

担
い
で
帰
る
た
め
に
、
重
た
い
ム
ー
ビ

ー
・
カ
メ
ラ
を
頂
上
に
置
い
て
き
た
」と

報
道
さ
れ
た
彼
の
発
言
に
つ
い
て
で
す
。

こ
の
発
言
は
広
く
報
道
さ
れ
、
美
談
と

な
っ
て
広
が
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は

そ
の
カ
メ
ラ
は
南
峰
の
頂
上
に
一
夜
放

置
さ
れ
、
私
が
手
に
し
た
と
き
は
、
中

身
ま
で
凍
り
付
い
て
作
動
し
ま
せ
ん
で

し
た
。松
浦
君
は「
頂
上
の
雪
の
中
の
方

が
暖
か
く
、
安
全
と
考
え
頂
上
に
置
い

て
き
た
。
植
村
が
南
峰
ま
で
持
っ
て
下

っ
た
の
で
は
…
…
」「
い
や
、僕
じ
ゃ
な

い
で
す
よ
。
頂
上
の
雪
の
中
に
置
い
て

お
く
な
ん
て
聞
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

（
笑
）」と
植
村
。
事
実
は
、南
峰
頂
上
の

岩
の
上
に
、
昔
の
英
国
隊
の
酸
素
ボ
ン

ベ
の
横
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
ち

ら
が
正
し
い
の
か
、
本
当
の
と
こ
ろ
は

不
明
の
ま
ま
二
人
と
も
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
か
ら
帰
っ
た
と
き
、

万
国
博
覧
会
が
大
阪
で
開
か
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
折
に
提
案
さ
れ
た
、
５
０

０
０
年
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
松
浦
君

が
頂
上
か
ら
持
ち
帰
っ
た
石
と
、
私
が

エ
ベ
レ
ス
ト
頂
上
に
立
っ
て
い
る
写
真

が
、
ほ
か
の
約
２
０
０
０
点
と
共
に
収

納
さ
れ
、
大
阪
城
本
丸
の
横
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
会
報
「
山
」

２
０
０
０
年
12
月
号
№
６
６
７
参
照
）。

関
西
に
い
た
５
人
の
隊
員
と
来
日
中
の

２
人
の
シ
ェ
ル
パ
が
万
博
会
場
に
招
待

さ
れ
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
主
宰
者
で

あ
る
松
下
館
の
ほ
か
、
ネ
パ
ー
ル
館
に

頂
上
の
石
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、律
義
な
彼
は「
や
っ
と
役
目
が
果
た

せ
た
」と
安
堵
の
様
子
で
し
た
。

早
稲
田
大
学
隊
の
ロ
ー
ツ
ェ
・
シ
ャ
ー

ル
と
、
隊
長
を
務
め
た
Ｋ
２
の
登
山
は
、

彼
の
威
信
を
か
け
た
８
０
０
０
ｍ
峰
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
２
つ

の
登
山
と
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
で
培
わ
れ

た
彼
の
山
に
対
す
る
姿
勢
は
、
日
本
登

山
界
に
残
る
大
き
な
実
績
と
し
て
語
り

継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
17
名
の
エ
ベ

レ
ス
ト
隊
員
や
、
山
に
散
っ
た
仲
間
と

共
に
泉
下
で
楽
し
い
山
を
語
り
合
っ
て

く
だ
さ
い
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
寂

寥
新
た
で
あ
り
ま
す
。
さ
よ
う
な
ら

【
松
浦
輝
夫
会
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

11
月
６
日
、
大
阪
市
内
の
病
院
で
白
血
病
、
肺
炎
の
た

め
死
去
。
享
年
81
。
会
員
番
号
５
１
０
７
。
１
９
６
５

年
、
早
大
ロ
ー
ツ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
登
山
隊
。
１
９
７
０

年
、
日
本
山
岳
会
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
で
植
村
直
己
さ

ん（
故
人
）と
共
に
日
本
人
初
登
頂
。
１
９
８
１
年
、
早

大
Ｋ
２
登
山
隊
で
西
稜
か
ら
の
初
登
攀
を
指
揮
。
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そ
の
晩
の
宿
は
佐
藤
会
員
が
運
営
し

て
い
る
延
齢
草
。
廃
校
と
な
っ
た
小
学

校
の
一
部
を
大
河
原
の
高
台
に
移
築
し

た
宿
泊
体
験
施
設
で
あ
る
。

夕
食
に
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
佐
藤
会
員

の
義
父
・
小
林
俊
夫
さ
ん
が
参
加
し
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
が
大
鹿
村
の

人
々
の
生
活
に
い
か
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
か
を
語
っ
て
く
れ
た
。

日
が
明
け
て
８
月
30
日
。
こ
の
日
は

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
が
そ

の
真
下
を
通
る
小
河
内
沢
の
一
部
を
小

林
さ
ん
の
案
内
で
遡
る
予
定
だ
っ
た
が
、

雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
、
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
集
落
・
釜
沢
と
、
そ
の
近
く
に
あ
る

試
掘
抗
の
跡
を
視
察
し
た
。

ま
ず
は
釜
沢
で
自
治
会
長
の
サ
イ
モ

ン
・
ビ
ゴ
ッ
ト
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
試

掘
抗
跡
を
見
る
。
さ
ら
に
小
渋
川
沿
い

の
残
土
集
積
予
定
地
を
訪
れ
た
。

た
っ
た
２
日
の
間
だ
っ
た
が
、
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
工
事
が
南
ア
ル
プ
ス

の
自
然
環
境
に
も
た
ら
す
影
響
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活
に
ど

れ
だ
け
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
の

か
。
直
接
見
て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の

は
得
難
い
収
穫
だ
っ
た
。

今
後
は
自
然
保
護
委
員
会
と
し
て
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
る
か
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

の
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
た
２

日
だ
っ
た
。‥

（
委
員
・
近
藤
雅
幸
）

山
行
委
員
会 

南
ア
ル
プ
ス
仙
丈
ヶ
岳
〜
北

岳
縦
走（
嶺
朋
ル
ー
ト
下
降
）

10
月
１
～
５
日
、
南
ア
ル
プ
ス
縦
走

シ
リ
ー
ズ
第
３
回
は
、
ボ
ー
コ
ン
沢
の

頭
か
ら
地
図
に
記
載
の
な
い
嶺
朋
ル
ー

ト
を
広
河
原
に
下
っ
た
。

参
加
者
は
、
千
葉
支
部
／
吉
永
英
明

（
73
）、
埼
玉
支
部
／
菊
池
武
昭
（
73
Ｃ

Ｌ
）、
清
登
緑
郎
（
64
）、
宮
川
美
智
子

（
65
）、
田
中
摩
利
子（
50
）、
北
海
道
支

部
／
一
鐵
巌（
75
）、常
本
良
一（
70
）、銭

亀
美
佐
子（
65
）、助
田
梨
枝
子（
69
）、大

畑
博
子
（
73
）、
信
濃
支
部　

中
坪
皓

（
70
）、
会
員
外
１
名
の
12
名
。

10
月
１
日（
木
）雨
、
JR
飯
田
線
・
伊

那
市
駅
改
札
口
に
集
合
。
直
ち
に
送
迎

バ
ス
で
仙
流
荘
へ
。

２
日（
金
）、
昨
夜
来
の
大
雨
で
南
ア

ル
プ
ス
林
道
の
開
通
が
遅
れ
、
菊
池
武

昭
リ
ー
ダ
ー
の
判
断
で
丹
渓
新
道
を
北

沢
峠
か
ら
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
に
変
更
し

た
。登
る
に
従
い
青
空
が
顔
を
出
す
。小

仙
丈
ヶ
岳
か
ら
北
に
鋸
岳
、
甲
斐
駒
ヶ

自
然
保
護
委
員
会 

自
然
観
察
会　

長
野
県
大
鹿
村
の
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
予
定
地
を
見
る

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
。
夢
の
超
特
急

と
も
て
は
や
さ
れ
、
東
京
と
名
古
屋
を

結
ぶ
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期

待
す
る
人
も
多
い
と
聞
く
。

そ
の
ル
ー
ト
の
一
部
が
南
ア
ル
プ
ス

の
中
央
部
を
ト
ン
ネ
ル
で
ぶ
ち
抜
き
、

山
梨
県
と
長
野
県
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
南
ア
ル
プ
ス
は
手

つ
か
ず
の
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
。
こ
れ

だ
け
高
く
広
大
な
山
域
で
人
の
手
が
入

ら
な
い
原
始
の
自
然
が
息
づ
い
て
い
る

所
は
、
ほ
か
に
な
い
だ
ろ
う
。

南
ア
ル
プ
ス
を
貫
く
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
は
当
然
、
そ
の
大
自

然
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
。
自
然
を
は
ぐ
く
む
豊
か
な
水

は
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
抜
け
、
数
多
の
水

系
が
枯
渇
の
危
機
に
瀕
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
工
事
で
出
た
残
土
は
日
本
ア
ル

プ
ス
を
代
表
す
る
仙
境
を
埋
め
尽
く
し

て
し
ま
う
。

そ
の
現
場
を
見
て
皆
で
勉
強
し
、
議

論
し
よ
う
。
そ
ん
な
企
画
が
８
月
下
旬

に
大
鹿
村
在
住
の
佐
藤
明
穂
会
員
の
案

内
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

８
月
29
日
の
昼
、
奥
深
い
山
間
に
あ

る
大
鹿
村
役
場
の
駐
車
場
に
集
合
し
た

あ
と
、
ま
ず
は
秋
葉
街
道
の
下
を
リ
ニ

ア
の
ト
ン
ネ
ル
が
通
る
予
定
地
を
視
察
。

静
け
さ
が
心
地
よ
い
場
所
だ
け
に
工
事

の
影
響
が
心
配
で
あ
る
。

次
は
小
さ
な
村
営
の
博
物
館
、
中
央

構
造
線
博
物
館
に
向
か
う
。
説
明
は
学

芸
員
の
河
本
氏
。
中
央
構
造
線
や
周
囲

の
地
質
、
さ
ら
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

に
話
が
及
ぶ
。
こ
の
場
所
に
ト
ン
ネ
ル

を
掘
る
こ
と
で
い
か
に
自
然
環
境
を
破

壊
さ
れ
る
の
か
、
造
山
活
動
の
真
っ
た

だ
中
に
あ
る
南
ア
ル
プ
ス
を
掘
る
こ
と

が
ど
れ
だ
け
の
危
険
を
生
む
の
か
。
そ

の
解
説
に
は
熱
が
こ
も
っ
て
い
た
。

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です。
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岳
、南
に
仙
丈
ヶ
岳
、
北
岳
、
南
ア
の
名

峰
が
ず
ら
り
と
。
今
夜
は
仙
丈
小
屋
泊
。

今
日
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
４
時
間
30
分
。

３
日（
土
）、
朝
焼
け
、
雲
海
、
山
に

登
る
者
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
特
権
。
６

時
30
分
出
発
、
20
分
ほ
ど
で
仙
丈
ヶ
岳

（
３
０
３
３
ｍ
）。大
仙
丈
ヶ
岳（
２
９
７

５
ｍ
）、伊
那
荒
倉
岳（
２
５
１
７
ｍ
）へ

と
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
５
０
０

ｍ
ほ
ど
高
度
を
下
げ
る
。
こ
の
尾
根
を

仙
塩
尾
根
と
い
う
。
独
標
（
２
４
９
９

ｍ
）、
横
川
岳（
２
４
７
８
ｍ
）を
通
過
。

ナ
ナ
カ
マ
ド
の
熟
し
た
赤
い
実
に
ピ
ン

ト
を
合
わ
せ
背
景
の
甲
斐
駒
ヶ
岳
を
ぼ

か
し
て
パ
チ
リ
。
天
気
の
良
い
日
は
こ

ん
な
遊
び
も
い
い
。
12
時
54
分
、
野
呂

川
越
着
。
今
日
の
泊
ま
り
は
両
俣
小
屋
、

名
物
お
か
み
と
ネ
コ
が
我
々
を
待
っ
て

い
た
。
今
日
の
ア
ル
バ
イ
ト
７
時
間
。

４
日（
日
）、
晴
天
。
６
時
出
発
。
１

時
間
ほ
ど
で
野
呂
川
越
へ
登
り
返
す
。

木
漏
れ
日
が
原
生
林
に
射
し
込
み
気
持

ち
良
い
。し
ば
ら
く
樹
林
帯
を
行
く
。地

図
上
の
２
６
９
９
ｍ
付
近
か
ら
尾
根
は

細
く
な
り
岩
場
を
登
る
。
悪
場
に
は
鎖

が
セ
ッ
ト
し
て
あ
る
。
三
峰
岳
が
目
の

前
だ
が
な
か
な
か
着
か
な
い
。
３
つ
ほ

ど
ピ
ー
ク
を
越
し
、
11
時
５
分
や
っ
と

三
峰
岳
分
岐
に
着
い
た
。
こ
こ
は
大
井

川
の
原
流
域
だ
。
山
頂（
２
９
９
９
ｍ
）

は
こ
こ
か
ら
5
分
、
塩
見
岳
や
、
南
ア

南
部
の
山
々
が
。
来
年
は
塩
見
岳
を
中

心
に
と
リ
ク
エ
ス
ト
が
上
が
っ
た
。

ガ
ラ
場
を
行
く
よ
う
に
な
る
。
12
時

45
分
、
間
ノ
岳（
３
１
９
０
ｍ
）、
北
岳

が
大
分
近
づ
い
て
き
た
。中
白
峰（
３
０

５
５
ｍ
）を
経
て
14
時
55
分
、今
日
の
泊

ま
り
北
岳
山
荘
に
着
い
た
。
今
日
の
ア

ル
バ
イ
ト
は
お
よ
そ
９
時
間
。

５
日（
日
）、
強
風
ガ
ス
。
６
時
出
発
。

八
本
歯
へ
の
分
岐
に
ザ
ッ
ク
を
デ
ポ
し

北
岳
へ
。
７
時
23
分
、山
頂（
３
１
９
３

ｍ
）、一
面
の
ガ
ス
で
視
界
は
な
い
。
山

頂
で
の
写
真
が
登
頂
の
証
し
だ
。
８
時

10
分
、
分
岐
で
ザ
ッ
ク
を
拾
い
八
本
歯

の
コ
ル
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
北
岳
バ

ッ
ト
レ
ス
を
背
に
岩
稜
を
八
本
歯
の
頭

へ
。
天
気
も
良
く
な
り
、
開
放
さ
れ
た

穏
や
か
な
山
稜
を
10
時
20
分
、
ボ
ー
コ

ン
沢
の
頭
に
着
い
た
。
こ
こ
で
常
本
さ

ん
が
伊
那
か
ら
担
い
で
き
た
ナ
シ
が
出

た
。〝
に
く
い
〟。

嶺
朋
ル
ー
ト
は
こ
こ
か
ら
北
へ
90
度
、

広
河
原
に
落
ち
る
尾
根
を
下
る
。
下
降

点
に
標
識
が
あ
る
の
で
間
違
え
る
こ
と

は
な
い
。
ハ
イ
マ
ツ
漕
ぎ
、
岩
場
、
樹

林
帯
の
急
坂
、
赤
ペ
ン
キ
が
ル
ー
ト
を

指
示
し
て
く
れ
る
。
す
っ
て
ん
こ
ろ
り

ん
、
15
時
23
分
、
広
河
原
に
降
り
立
っ

た
。
今
日
の
ア
ル
バ
イ
ト
お
よ
そ
９
時

間
30
分
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
事
故
も
な
く
無
事

全
日
程
を
終
了
し
た
。
嶺
朋
ル
ー
ト
は

北
岳
の
隠
れ
た
登
・
下
降
路
だ
。
菊
池

武
昭
リ
ー
ダ
ー
の
先
導
に
感
謝
し
た
い
。

（
信
濃
支
部
・
中
坪
皓
）

三
水
会 

三
水
会
、
創
立
40
周
年
迎
え

る
─
記
念
祝
賀
会
に
62
人
参

加
─日

本
山
岳
会
三
水
会
は
今
年
、
創
立

40
周
年
を
迎
え
10
月
21
日
、
記
念
祝
賀

会
を
東
京
・
芝
公
園
の
ホ
テ
ル
・
メ
ル

パ
ル
ク
東
京
で
開
催
し
た
。
来
賓
と
し

て
出
席
し
た
小
林
政
志
日
本
山
岳
会
会

長
か
ら
「
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
歴
史
と
並
走
し
た

40
年
に
敬
意
を
表
し
感
謝
す
る
」と
、ま

た
森
武
昭
前
会
長
か
ら
「
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
基

本
理
念
は
ク
ラ
ブ
イ
ズ
ム
で
あ
る
。
会

の
止
ま
り
木
と
し
て
、
さ
ら
な
る
活
躍

を
願
う
」と
、励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
。

ル
ー
ム
が
お
茶
ノ
水
に
あ
っ
た
こ
ろ
、

毎
月
第
３
水
曜
日
に
会
員
懇
談
会
を
や

っ
て
い
た
。
種
々
変
遷
あ
り
東
京
支
部

の
な
か
で
続
け
た
が
、
１
９
６
８
年
に

日
本
山
岳
会
が
都
岳
連
に
加
盟
す
る
と

同
時
に
支
部
は
解
散
し
、懇
談
会
は「
三

水
会
」と
し
て
発
足
し
た
。
創
立
40
年
、

そ
の
前
を
入
れ
る
と
実
質
56
年
と
な
る
。

当
時
、
同
好
会
と
い
う
組
織
は
存
在
し

な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
最
も
古
い
同
好

会
と
い
わ
れ
て
い
る
。

サ
ロ
ン
・
ア
ル
プ
ニ
ズ
ム
を
掲
げ
て

き
た
。
単
に
山
に
登
る
の
が
目
的
で
は

な
く
、
互
い
に
経
験
・
知
識
を
語
り
合

う
交
流
・
親
睦
の
場
を
持
つ
こ
と
を
会

の
目
的
と
し
て
き
た
。

懇
談
会
は
い
つ
も
楽
し
く
感
激
し
た

懇
談
会
を
脈
々
と
続
け
て
い
る
。
講

師
を
お
招
き
し
て
ル
ー
ム
で
お
話
い
た

だ
く
こ
と
が
中
心
と
な
る
。
発
足
以
来

40
年
間
で
６
２
２
回
の
月
例
集
会
を
開

い
た
。講
師
は
三
水
会
内
部
の
ほ
か
、Ｊ

Ａ
Ｃ
会
員
に
お
願
い
し
て
い
る
。
話
題

は
実
に
広
い
。
日
本
山
岳
会
の
人
材
の

豊
富
な
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
に
な

る
。
終
了
後
、
講
師
・
会
員
同
士
の
懇

親
会
を
持
つ
。
い
つ
も
楽
し
く
、
か
つ

感
激
さ
せ
ら
れ
る
。
講
師
の
皆
さ
ん
に

改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

山
行
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

現
地
集
会
と
称
し
、
年
３
～
４
回
は
山

行
を
行
な
っ
て
き
た
。
こ
の
ほ
か
若
手

を
中
心
に
月
1
回
の「
武
四
会
」山
行
も

20
年
強
続
け
た
。
や
は
り
山
好
き
の
集

ま
り
だ
。
山
行
は
合
せ
て
４
０
０
回
近

く
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。『
四
十
周
年
記
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娘
山
パ
ノ
ラ
マ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
開
始
。

　

登
山
道
は
大
姑
娘
山
の
Ｂ
Ｃ
ま
で
尾

根
の
中
腹
を
ト
ラ
バ
ー
ス
で
、
急
な
登

り
は
な
く
、
次
々
に
現
れ
る
新
し
い
高

山
植
物
を
楽
し
み
な
が
ら
高
度
を
上
げ

て
い
き
ま
し
た
。
16
時
30
分
、
１
０
０

ｍ
ほ
ど
下
に
開
け
た
海
抜
３
６
０
０
ｍ

の
草
原
に
我
々
の
テ
ン
ト
村
が
見
下
ろ

せ
ま
す
。
ヒ
イ
ラ
ギ
林
を
降
り
る
と
サ

ク
ラ
ソ
ウ
、
シ
オ
ガ
マ
ギ
ク
な
ど
が
咲

き
乱
れ
る
草
地
に
16
時
45
分
到
着
。
５

日
目
は
休
養
を
し
、
近
く
で
ス
ケ
ッ
チ
。

６
日
目
、７
月
８
日（
月
）は
曇
天
。今

日
は
４
３
５
０
ｍ
の
Ａ
Ｃ
へ
。
高
度
差

７
５
０
ｍ
の
登
り
が
あ
り
、
海
抜
が
高

い
こ
と
も
あ
り
皆
も
疲
れ
が
出
て
い
ま

す
が
、
豊
富
な
高
山
植
物
を
見
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
登
り
ま
し
た
。
４
０
０
０
ｍ

付
近
か
ら
草
丈
約
15
㎝
の
青
い
ケ
シ
の

メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
ス
が
現

れ
、
Ａ
Ｃ
付
近（
４
２
０
０
ｍ
）か
ら
葉

や
花
に
鋭
い
と
げ
を
有
す
る
メ
コ
ノ
プ

シ
ス
・
ホ
リ
ド
ゥ
ー
ラ（
草
丈
20
㎝
）が

数
株
見
つ
か
り
、
そ
の
後
テ
ン
ト
場
周

辺
に
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
黄
色
の
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
イ
ン
テ

グ
リ
フ
ォ
リ
ア
も
見
ら
れ
、
皆
さ
ん
大

感
激
。
写
真
や
ス
ケ
ッ
チ
に
熱
中
し
て

や
っ
と
15
時
５
分
に
テ
ン
ト
場
に
到
着

し
ま
し
た
。
今
回
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の

目
的
で
あ
る
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
が
見
ら
れ
、

白
く
雪
を
頂
く
四
姑
娘
山
群
の
ス
ケ
ッ

チ
も
で
き
た
の
で
、
記
念
山
行
の
大
き

な
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
翌
朝
は
10

㎝
の
積
雪
で
滑
り
や
す
く
、
大
姑
娘
山

の
登
頂
は
中
止
。

８
日
目
の
７
月
10
日
（
月
）
は
晴
れ
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
日
隆
に
下
山
。

＊
４
つ
の
姑
娘
山
や
高
山
植
物
群
の
ス

ケ
ッ
チ
は
、
２
０
１
６
年
２
月
21
～
27

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
、
当
ク
ラ
ブ
恒
例

の「
山
好
き
の
山
の
絵
展
」（
有
楽
町
の

交
通
会
館
）で
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
来
場
下
さ
い
。‥

（
冨
樫
信
樹
）

念
誌
』を
作
成
し
た
。そ
の
な
か
で
多
く

の
会
員
が
山
行
の
思
い
出
を
寄
稿
し
た
。

残
念
な
が
ら
会
員
の
減
少
と
高
齢
化

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
会
員
は
10
年
前

に
は
１
８
０
人
、
５
年
前
は
１
５
０
人
、

現
在
は
１
０
０
人
ぎ
り
ぎ
り
だ
。〝
復

興
〟に
は
、大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要

と
す
る
が
、懇
談
会
は
継
続
し
た
い
。Ｊ

Ａ
Ｃ
の
豊
富
な
人
材
と
触
れ
合
う
こ
と

の
で
き
る
場
、
会
員
の
止
ま
り
木
と
し

て
の
機
能
を
活
性
化
し
た
い
。

記
念
祝
賀
会
に
は
62
人
が
参
加
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
顔
が
多
い
。
参
加
会
員
の

フ
ル
ー
ト
演
奏
を
楽
し
み
、
昔
話
は
尽

き
な
か
っ
た
。
週
末
に
は
、
富
士
五
湖

周
辺
の
鉄
砲
木
ノ
頭
・
高
指
山
で
記
念

山
行
を
実
施
し
た
。

（
文
・
髙
橋
重
之
、
写
真
・
小
泉
義
彦
）

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

四
姑
娘
山
ス
ケ
ッ
チ
山
行

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
は
、創
立

25
周
年
記
念
事
業
と
し
て
７
月
３
～
12

日
に
中
国
・
四
姑
娘
山
へ
ス
ケ
ッ
チ
山

行
を
会
員
11
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

四
姑
娘
山
の
雪
山
を
バ
ッ
ク
に
ブ
ル

ー
ポ
ピ
ー
の
ス
ケ
ッ
チ
を
目
的
に
し
、

体
調
が
良
け
れ
ば
大
姑
娘
山
（
５
０
２

５
ｍ
）の
登
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

７
月
３
日（
金
）に
成
田
か
ら
成
都
に

入
り
、
翌
日
、
成
都
か
ら
バ
ス
は
高
速

道
路
で
山
岳
部
の
被
害
の
大
き
か
っ
た

四
川
大
地
震
の
震
源
地
を
抜
け
、
少
数

民
族
チ
ベ
ッ
ト
族
の
町
・
日
隆
ま
で
移

動
。
予
定
し
て
い
た
道
路
の
損
害
で
迂

回
し
た
た
め
に
14
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

日
隆
の
日
月
山
荘
は
チ
ベ
ッ
ト
建
築
の

宿
で
、
海
抜
が
３
１
５
０
ｍ
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
な
い
の
で
荷
物
を
３
階
ま
で

運
び
上
げ
る
の
が
ひ
と
苦
労
で
し
た
。

３
日
目
の
７
月
５
日
に
は
、
高
度
順

化
を
目
的
に
宿
の
近
く
か
ら
専
用
バ
ス

で
長
坪
溝
に
ハ
イ
キ
ン
グ
。
４
日
目
の

７
月
６
日
は
、
日
隆
か
ら
大
姑
娘
山
の

Ｂ
Ｃ
ま
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
３
０
０

ｍ
ほ
ど
の
尾
根
に
取
り
付
き
、
そ
の
尾

根
の
上
に
出
る
と
眼
前
に
白
く
雪
を
頂

く
四
姑
娘
山
～
大
姑
娘
山
ま
で
の
４
つ

の
頂
が
見
え
ま
し
た
。
梅
雨
の
季
節
に

訪
れ
て
山
が
見
え
る
か
心
配
し
て
い
た

が
、
安
心
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
四
姑

第
32
回
全
国
支
部
懇
談
会（
越
後

支
部
主
催
）コ
ー
ス
等
の
変
更
に

つ
い
て

　

越
後
支
部
主
催
の
支
部
懇
談
会
内

容
で
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。

講
演
者
＝
辰
野
康
之
氏
か
ら
石
澤
進

氏
（
元
新
潟
大
学
理
学
部
教
授
）
に
変

更
。
演
題
は「
弥
彦
連
山
の
植
物
」

親
睦
登
山
＝
《
Ａ
コ
ー
ス
》
多
宝
山
か

ら
の
下
山
路
は
、
天
神
山
～
丸
小
山
公

園（
車
で
宿
に
送
迎
）に
変
更‥

《
Ｃ
コ
ー

ス
》
大
平
山
公
園
か
ら
直
接
弥
彦
山
を

往
復
し
、（
車
で
宿
に
送
迎
）に
変
更
。

問
合
せ
先　

事
務
局
・
小
山
一
夫

０
２
５‥

２
６
５‥

４
４
１
７

携
帯
０
９
０‥

５
２
１
９‥

７
４
３
２

koyam
a21825@

yahoo.co.jp

祝辞を述べる小林会長
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宮
崎
支
部

宮
崎
支
部
創
立
30
周
年
記
念

式
典
・
九
州
５
支
部
集
会
開
催

宮
崎
支
部
で
は
、
平
成
27
年
７
月
11

日
、
宮
崎
県
高
千
穂
町
所
在
の
「
ホ
テ

ル
高
千
穂
」
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
本
部

吉
川
正
幸
副
会
長
、
高
千
穂
町
町
長
内

倉
信
吾
氏
以
下
来
賓
10
名
、
日
本
山
岳

会
か
ら
は
、
福
島
、
東
京
多
摩
、
千
葉
、

東
海
、
関
西
、
京
都
・
滋
賀
、
山
陰
、
広

島
、
九
州
５
支
部
会
員
会
友
１
１
３
名

が
集
い
、
宮
崎
支
部
創
立
30
周
年
記
念

式
典
、
並
び
に
九
州
５
支
部
集
会
を
開

催
し
た
。

山
岳
地
帯
は
世
界
有
数
の
豪
雪
・
強
風

地
域
で
あ
り
、
積
雪
期
の
季
節
バ
ラ
ン

ス
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
る
高
山
生
態

系
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り
深
刻
な
影

響
を
受
け
つ
つ
あ
る
と
い
う
、
ス
ラ
イ

ド
を
駆
使
し
た
講
演
は
参
加
者
の
共
感

を
得
、
各
支
部
の
実
情
を
基
に
し
た
熱

い
質
疑
が
相
次
ぎ
、
時
間
を
オ
ー
バ
ー

し
て
の
盛
り
上
が
り
で
あ
っ
た
。

入
浴
後
、
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
に

入
っ
た
が
、
日
本
山
岳
会
と
言
い
な
が

ら
会
員
同
士
の
交
流
は
な
か
な
か
で
き

な
い
の
が
現
実
で
、
こ
の
よ
う
な
集
会

に
参
加
し
て
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
会

員
と
お
互
い
の
地
域
の
山
岳
談
義
に
花

を
咲
か
せ
、
酔
う
ほ
ど
に
お
国
訛
り
の

言
葉
で
語
り
合
い
、
一
層
会
員
の
絆
を

強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
持
ち
込
ま
れ

た
数
々
の
お
国
自
慢
の
銘
酒
が
す
べ
て

空
に
な
る
な
ど
、
さ
す
が
東
北
は
酒
豪

だ
け
に
強
い
。

翌
13
日
は
札
幌
近
郊
の
札
幌
岳
と
喜

茂
別
岳
で
交
流
登
山
の
予
定
で
あ
っ
た

が
、
深
夜
か
ら
降
り
出
し
た
強
い
雨
は

朝
に
な
っ
て
も
止
ま
ず
、
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
っ
た
。
朝
食
後
、
解
散
式
を

行
な
っ
て
地
区
集
会
の
日
程
を
終
え
た
。

（
京
極
紘
一
）

北
海
道
支
部

東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
を

札
幌
で
開
催

東
北
６
支
部
と
北
海
道
支
部
で
構
成

す
る
「
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
」
が

９
月
12
～
13
日
に
札
幌
の
定
山
渓
温
泉

で
開
催
。
今
回
は
北
海
道
支
部
が
主
催

で
、
北
海
道
支
部
創
立
50
周
年
記
念
事

業
の
行
事
を
兼
ね
札
幌
の
定
山
渓
ビ
ュ

ー
ホ
テ
ル
に
五
十
余
名
が
参
集
し
た
。

東
北
各
支
部
お
よ
び
北
海
道
支
部
会

員
の
交
流
を
目
的
と
し
た
地
区
集
会
は

今
回
で
31
回
目
を
迎
え
る
が
、
北
海
道

支
部
が
参
入
し
た
の
は
第
18
回
（
２
０

０
２
年
）か
ら
で
あ
り
、２
０
０
１
年
の

東
北
地
区
集
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
参
加
し
た
支
部
長
と
事
務
局
長
が
東

北
各
県
と
の
連
携
の
必
要
性
を
述
べ
、

東
北
各
支
部
の
承
認
を
得
て
翌
年
か
ら

「
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
」と
な
っ
て

北
海
道
支
部
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。　

午
後
２
時
か
ら
支
部
長
連
絡
会
議
を

開
催
、
各
支
部
の
活
動
と
来
年
・
再
来

年
の
開
催
候
補
地
な
ど
今
後
の
協
力
を

確
認
。
続
い
て
全
員
参
加
の
地
区
集
会

に
移
行
。
参
加
各
支
部
の
活
動
と
紹
介
、

次
年
度
開
催
支
部
の
挨
拶
、そ
し
て
、記

念
講
演
と
し
て
北
海
道
大
学
地
球
環
境

科
学
研
究
院
の
工
藤
岳
助
教
が
「
北
海

道
の
高
山
植
物
と
高
山
生
態
系
に
つ
い

て
」と
題
し
た
講
演
を
行
な
う
。日
本
の

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

地区集会に集まった会員たち
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開
会
に
先
立
っ
て
、
国
の
重
要
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
高
千
穂
神

楽
を
地
元
の
天
岩
戸
神
楽
保
存
会
よ
り

奉
納
さ
れ
、
参
加
者
を
神
話
の
世
界
に

誘
い
、
厳
粛
の
う
ち
に
開
会
の
運
び
と

な
っ
た
。

式
典
で
は
、
末
永
宮
崎
支
部
長
の
式

辞
に
続
き
、
吉
川
Ｊ
Ａ
Ｃ
副
会
長
、
内

倉
高
千
穂
町
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
。
そ
の
後
、
九
州
５
支
部
集
会
に

移
り
、
九
州
５
支
部
の
各
支
部
長
よ
り
、

支
部
の
実
態
・
支
部
活
動
の
状
況
お
よ

び
課
題
等
の
報
告
が
さ
れ
た
。

記
念
講
演
は
、
高
千
穂
神
社
宮
司
・

後
藤
俊
彦
先
生
に
よ
り
「
山
と
歴
史
と

信
仰
と
」の
題
で
、山
岳
信
仰
の
歴
史
的

背
景
と
人
々
に
与
え
た
影
響
等
に
つ
い

て
講
演
が
な
さ
れ
、
悠
久
の
ロ
マ
ン
と

感
動
の
話
に
参
加
者
全
員
が
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
吉
川
副
会
長
以
下
８
名
に

よ
る
鏡
開
き
に
よ
り
祝
賀
会
の
開
宴
と

な
っ
た
が
、
始
め
に
正
調
刈
干
切
唄
日

本
一
に
輝
い
た
地
元
在
住
の
興
梠
則
夫

氏
に
よ
る
高
千
穂
民
謡
「
刈
干
切
唄
」

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。
哀
愁
の
こ
も
っ

た
力
強
い
歌
声
は
、
参
加
者
全
員
を
魅

了
す
る
と
と
も
に
「
神
話
の
ふ
る
さ
と

み
や
ざ
き
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

強
く
印
象
付
け
、
大
喝
采
を
受
け
た
。

続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
宮
崎
支

部
「
高
天
原
合
唱
団
?
」
に
よ
る
古
代

衣
装
を
ま
と
っ
て
の
「
思
い
出
の
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
」や「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」の

熱
唱
熱
演
。
各
支
部
か
ら
は
ご
当
地
な

ら
で
は
の
特
色
豊
か
な
出
し
物
が
披
露

さ
れ
、
大
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

翌
７
月
12
日
は
、
地
元
の
信
仰
の
山

「
二
上
山
」（
男
岳
１
０
８
２
ｍ
、
女
岳

９
８
０
ｍ
）
へ
の
記
念
登
山
を
計
画
し

て
い
た
が
、
台
風
10
号
接
近
に
よ
る
悪

天
候
の
た
め
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
全
員
バ
ス
に
よ
る
高
千
穂

町
内
の
観
光
と
な
り
、
神
話
と
伝
説
に

ま
つ
わ
る
岩
戸
神
社
、高
千
穂
神
社
、高

千
穂
狭
等
を
観
光
し
て
回
っ
た
が
、
雲

海
で
有
名
な
最
終
目
的
地
の
「
国
見
ヶ

丘
」
に
到
着
す
る
と
雨
も
上
が
り
、
眼

下
に
神
話
の
里
が
一
望
で
き
る
な
ど
、

神
々
も
日
本
山
岳
会
一
行
の
来
訪
を
歓

神
戸
大
学
山
岳
会
・
山
岳
部
編

神
戸
大
学
山
岳
部
・
山
岳
会
百
年
史

山
と
人　

百
年〈
上
・
下
〉2015年7月

神戸大学山岳会・山岳部刊
B5判　上352㌻　下456㌻
定価　5000円‥

（上下組／税・送料込み）

神
戸
大
学
山
岳
部
か
ら
創
部
１
０
０

年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
『
山
と

人
百
年
』
の
記
念
誌
上
・
下
巻
の
大
作

が
刊
行
さ
れ
た
。

上
巻
「
百
年
の
山
」、
下
巻
「
百
年
の

人
」と
す
る
２
分
冊
で
あ
る
。人
と
山
と

の
限
り
な
い
関
り
合
い
を
上
手
に
編
纂

し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
記
念
誌
の
特

長
と
言
え
よ
う
。

高
商
、
工
専
、
姫
高
、
師
範
が
戦
前

戦
後
の
各
校
山
岳
部
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
紆
余
曲
折
を
経
て
新
制
大

学
に
至
る
経
緯
は
、
ほ
か
の
新
制
大
学

山
岳
部
に
見
ら
れ
る
多
く
の
統
合
形
態

と
同
一
で
あ
る
。
明
治
以
降
の
日
本
の

伝
統
校（
大
学
）が
、
そ
れ
ぞ
れ
歩
ん
で

き
た
登
山
と
対
比
し
な
が
ら
考
査
で
き

る
一
冊
と
し
て
参
考
と
な
ろ
う
。

旧
制
各
学
校
の
Ｏ
Ｂ
会
を
合
併
し
な

が
ら
将
来
に
備
え
た「
人（
リ
ー
ダ
ー
）」

図
書
紹
介

迎
し
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ

た
。最

後
に
、
宮
崎
支
部
で
は
、
今
回
の

支
部
創
立
30
周
年
に
当
た
り
「
神
話
の

ふ
る
さ
と
み
や
ざ
き
」に
因
ん
で
、古
事

記
ゆ
か
り
の
あ
る
宮
崎
の
山
30
座
を
選

定
し
、
支
部
会
員
が
直
接
踏
査
、
調
査
、

聞
き
取
り
な
ど
で
ま
と
め
た
記
念
誌

『
神
々
の
山
を
辿
る
』
を
刊
行
し
た
。
会

員
の
皆
様
に
、
日
向
神
話
ゆ
か
り
の

山
々
の
、
悠
久
の
ロ
マ
ン
を
探
求
す
る

上
で
の
一
助
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

‥

（
中
森
修
一
）

式典での鏡開き
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著
者
の
特
徴
は
、
ガ
イ
ド
登
山
と
語

学
の
効
用
を
推
奨
し
て
い
る
点
だ
ろ
う
。

著
者
は
主
に
現
地
ガ
イ
ド
と
組
ん
で
登

っ
て
い
る
が
、
ガ
イ
ド
と
し
て
の
信
頼

感
は
も
と
よ
り
、
現
地
の
人
と
付
き
合

う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅

が
一
気
に
拡
大
す
る
。
馴
染
み
の
ガ
イ

ド
か
ら
始
ま
っ
た
交
流
の
輪
が
広
が
っ

て
い
く
さ
ま
を
読
む
の
は
、
ま
こ
と
に

楽
し
い
。

だ
が
、
そ
れ
に
は
語
学
が
必
要
だ
と

著
者
は
言
う
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
ド
イ

ツ
語
を
学
ぶ
た
め
、
齢
六
十
を
迎
え
た

年
、
一
念
発
起
し
て
語
学
留
学
を
果
た

す
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
若
い
留
学
生

の
達
見
が
、
そ
の
後
の
山
岳
部
の
伝
統

と
実
績
を
築
い
て
き
た
こ
と
を
こ
の
記

念
誌
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

下
巻「
百
年
の
人
」の
項
で
は
、
日
本

の
山
岳
界
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
、
登
山

界
を
リ
ー
ド
・
牽
引
し
て
き
た
方
々
。

神
戸
高
商
時
代
か
ら
山
岳
部
長
を
務
め

た
氷
河
学
者
や
文
化
論
的
な
視
点
か
ら

人
と
山
と
の
哲
学
的
な
関
り
合
い
を
示

唆
し
た
部
長
、
海
外
遠
征
の
あ
り
方
に

学
術
調
査
と
併
行
さ
せ
る
必
要
性
を
説

い
た
人
な
ど
、
多
様
で
豊
か
な
指
導
者

に
恵
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を
山
岳

界
全
体
が
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ

の
記
念
誌
の
随
所
か
ら
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

ま
た
、
上
巻「
百
年
の
山
」で
語
ら
れ

る
海
外
登
山
で
は
、
当
時
、
日
本
で
始

ま
っ
た
初
動
の
台
湾
遠
征
に
因
ん
で
実

施
し
た
１
次
２
次
の
南
湖
大
山
遠
征
を

ス
タ
ー
ト
に
パ
タ
ゴ
ニ
ア
、
ア
ン
デ
ス
、

ア
ラ
ス
カ
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
へ
と
拡

大
。
学
術
調
査
や
他
国
と
の
合
同
登
山

を
含
め
、
カ
ラ
コ
ル
ム
の
シ
ェ
ル
ピ
・

カ
ン
リ
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ク
ー
ラ
・
カ
ン

リ
、
ロ
プ
チ
ン
峰
な
ど
、
初
登
頂
を
成

し
遂
げ
て
き
た
。
さ
ら
に
今
年
も
引
き

続
き
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

チ
ベ
ッ
ト
に
向
け
合
同
登
山
隊
を
派
遣

中
で
あ
る
。
こ
の
行
動
の
背
後
に
あ
る

「
未
知
へ
の
挑
戦
」を
原
点
に
、
飽
く
こ

と
な
く
求
め
続
け
て
き
た
神
戸
大
の
思

想
と
そ
の
行
動
が
記
念
誌
の
中
に
色
濃

く
語
ら
れ
て
い
る
。

〝
神
戸
大
学
は
伝
統
的
に
南
米
研
究

の
盛
ん
な
大
学
で
あ
る
〟
と
の
某
氏
の

見
解
は
、
実
践
を
積
み
重
ね
て
き
た
初

期
の
こ
ろ
か
ら
の
神
戸
大
の
姿
を
見
つ

め
て
き
た
賢
者
の
一
言
だ
が
、
そ
の
こ

ろ
か
ら
進
化
し
続
け
、
発
展
し
て
き
た

今
日
ま
で
の
足
跡
は
、「
山
と
人
」の
表

題
が
示
す
ご
と
く
、
人
の
行
動
の
哲
学

的
側
面
と
世
界
観
を
共
有
し
な
が
ら
、

向
後
１
０
０
年
を
担
う
若
者
に
引
き
継

が
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

‥

（
平
林
克
敏
）

村
中
征
也
著

白
く
高
き
山
々
へ　

六
十
歳
か
ら
の

青
春　

ア
ル
プ
ス
登
山
と
語
学
留
学

の
奨
め

2015年8月
ナカニシヤ出版刊
A5判　304㌻
定価　1500円＋税

元
銀
行
員
だ
っ
た
著
者
が
還
暦
を
間

近
に
始
め
た
ア
ル
プ
ス
登
山
の
記
録
と
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
た
ド
イ
ツ
語
留

学
、
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

語
る
。
著
者
の
村
中
氏
は
日
本
山
岳
会

会
員
で
東
海
支
部
に
所
属
、
支
部
友
会

の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
た
。
そ
の
縁
で
、

尾
上
元
会
長
が
「
出
版
に
寄
せ
て
」
の

一
文
を
寄
せ
て
、
第
二
の
人
生
と
い
う

言
葉
が
あ
る
が
、
著
者
の
活
動
の
さ
ま

は
「
第
二
の
人
生
を
如
何
に
充
実
し
て

楽
し
く
過
ご
す
か
を
示
す
お
手
本
で
あ

る
」
と
記
し
て
い
る
。

著
者
の
登
山
活
動
の
中
心
は
ス
イ

ス
・
ア
ル
プ
ス
。
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を

は
じ
め
、
モ
ン
テ
・
ロ
ー
ザ
、
ユ
ン
グ

フ
ラ
ウ
、
メ
ン
ヒ
、
ダ
ン
・
ブ
ラ
ン
シ

ュ
、
そ
し
て
モ
ン
・
ブ
ラ
ン
な
ど
４
０

０
０
ｍ
峰
22
座
を
含
め
て
30
ほ
ど
の
ピ

ー
ク
に
登
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ア

ル
プ
ス
の
４
０
０
０
ｍ
以
上
の
ピ
ー
ク

の
数
は
、
国
際
登
山
協
会
連
合
の
公
認

で
は
82
と
な
っ
て
い
る
が
、
百
名
山
の

ノ
リ
で
こ
れ
を
全
部
登
る
の
は
な
か
な

か
困
難
だ
。
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ベ
ロ
ー
は

82
日
間
で
全
踏
破
を
く
わ
だ
て
66
ま
で

い
っ
た
が
、
著
者
も
登
っ
た
ド
ー
ム
に

向
か
う
途
中
で
滑
落
死
し
て
い
る
。
登

山
を
始
め
た
者
に
と
っ
て
本
場
の
ア
ル

プ
ス
は
魅
力
的
だ
。
と
は
い
え
、
す
ぐ

に
出
か
け
る
に
は
そ
れ
な
り
の
障
害
を

伴
う
の
も
確
か
で
、
著
者
は
そ
う
し
た

現
実
に
対
し
て
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気

を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
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に
交
じ
っ
て
、
負
け
ず
劣
ら
ず
実
に
積

極
的
な
姿
勢
で
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
は
、
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
魅

力
に
取
り
憑
か
れ
る
と
、
演
奏
だ
け
で

な
く
、
一
気
に
そ
の
製
作
に
ま
で
の
め

り
込
ん
で
い
く
。
自
作
の
楽
器
を
携
え

て
各
地
を
演
奏
旅
行
し
て
回
わ
る
活
動

性
に
は
、目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。こ

れ
ら
を
通
し
て
貫
か
れ
て
い
る
の
は
、

飽
く
な
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
、
ま
さ
に
還
暦
の
青
春
を
謳
歌

す
る
姿
を
生
み
出
し
、
そ
の
様
子
が
生

き
生
き
と
綴
ら
れ
て
い
る
の
が
本
書
だ
。

著
者
は
関
連
情
報
を
豊
富
に
提
供
す

る
こ
と
で
、
本
書
が
「
ア
ル
プ
ス
登
山

の
参
考
書
と
し
て
」
も
読
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
た
だ
そ
う
な
る
と
、

地
名
や
施
設
の
表
記
が
一
般
に
普
及
し

て
い
る
も
の
と
違
っ
た
り
、
知
識
と
し

て
は
や
や
正
確
さ
を
欠
く
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
読
む
際
に
は
注
意
が
必
要
と

な
ろ
う
。

�

（
飯
田
年
穗
）

滝
本
幸
夫
著

私
の
中
の
深
田
久
弥

『
日
本
百
名
山
』以
降
の
北
の
山
紀
行

2015年10月
柏艪舎刊
B6判　237㌻
定価　1400円＋税

本
書
は
、
前
北
海
道
支
部
長
の
滝
本

幸
夫
氏
の
、
50
年
間
に
わ
た
る
深
田
久

弥
と
の
交
流
を
、
往
復
書
簡
や
写
真
な

ど
の
資
料
を
基
に
描
い
た
本
で
す
。
副

題
に
〈「
日
本
百
名
山
」
以
降
の
北
の
山

紀
行
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
１
９
６
４
年

の『
日
本
百
名
山
』発
刊
以
降
に
つ
い
て

書
か
れ
た
も
の
で
す
。

著
者
は
、
１
９
６
５
年
に
深
田
久
弥

の
推
薦
で
日
本
山
岳
会
に
入
会
し
ま
し

た
。
深
田
久
弥
は
、
こ
の
年
の
ニ
ペ
ソ

ツ
登
山
を
皮
切
り
に
、
暑
寒
別
岳
（
67

年
）、石
狩
岳（
68
年
）な
ど
北
海
道
の
山

に
集
中
的
に
登
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に

は
「
百
名
山
で
選
ば
れ
な
か
っ
た
北
の

山
々
へ
ぜ
ひ
！
」
と
い
う
著
者
の
強
い

勧
め
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
深
田
久
弥
の
来
道
と
並
行

す
る
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
途
切
れ
て
い

た
北
海
道
支
部
創
立
の
動
き
が
加
速
し
、

今
年（
２
０
１
５
年
）北
海
道
支
部
は
創

立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
と
前
後
し
て
昨
年
、
深
田
久

弥『
日
本
百
名
山
』も
そ
の
発
刊
50
周
年

を
記
念
し
て
、
加
賀
市
の
生
家
近
く
の

大
聖
寺
錦
城
山
に
記
念
碑
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

今
年
６
月
、
著
者
の
滝
本
氏
は
そ
の

大
聖
寺
に
あ
る
「
深
田
久
弥　

山
の
文

化
館
」で「
北
の
山
の
歴
史
」と
題
す
る

講
演
を
行
な
い
ま
し
た
。翌
日「
白
山
に

登
ら
ず
し
て
深
田
久
弥
は
語
れ
な
い
」

と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
た
著
者
は
、

山
の
文
化
館
の
ス
タ
ッ
フ
や
日
本
山
岳

会
石
川
支
部
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、

念
願
の
白
山
に
登
頂
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
の
様
子
は
本
書
の
中
の
「
白
山
に

登
る
」の
章
に
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、長

年
の
思
い
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
、

と
い
う
著
者
の
充
足
感
が
読
者
に
も
伝

わ
り
ま
す
。
著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で
、

「
本
書
が
世
に
出
た
の
は
偶
然
の
産
物

で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、

決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
と
、

今
、最
後
の
章
を
書
い
て
い
て
感
じ
た
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
、
著
者

入
魂
の
一
冊
と
し
て
、
必
然
の
産
物
だ

っ
た
の
で
す
。

著
者
は
、こ
れ
ま
で『
日
高
の
風　

孤

高
の
山
岳
画
家
・
坂
本
直
行
の
生
涯
』

（
２
０
０
６
年　

中
札
内
美
術
村
）、

『
田
中
澄
江
が
歩
い
た
北
海
道
の
山
』

（
２
０
１
３
年　

北
海
道
新
聞
社
）な
ど
、

北
海
道
ゆ
か
り
の
人
々
と
の
交
流
を
綴

っ
た
著
作
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
よ
り
少
し
前
に
『
北

の
山
・
記
録
と
案
内
』（
初
版
は
１
９

７
２
年
、
山
と
溪
谷
社
。
改
訂
版
は
83

年
、岳〈
ヌ
プ
リ
〉書
房
）を
出
版
し
ま
し

た
。
こ
の
本
の
初
版
出
版
の
前
年
、
71

年
３
月
に
茅
ヶ
岳
で
夫
を
亡
く
し
た
夫

人
志
げ
子
さ
ん
が
「
滝
本
さ
ん
と
夫
・

深
田
久
弥
」
と
題
す
る
序
文
を
寄
せ
て

い
ま
す
。
本
書
に
も
再
録
さ
れ
て
い
ま

す
が
、志
げ
子
夫
人
は
そ
こ
で「
一
つ
一

つ
の
山
の
歴
史
と
現
況
を
綯（
な
）い
交

ぜ
て
簡
潔
な
筆
致
で
綴
る
滝
本
さ
ん
の

『
北
の
山
』
に
一
脈
『
日
本
百
名
山
』
に

通
う
精
神
」
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
夫
を
亡
く
し
て
間
も
な
い
夫
人

に
は
、
こ
の『
北
の
山
』と
い
う
本
が
強

く
印
象
に
残
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
前
記

の
よ
う
に
今
年（
15
年
）６
月「
深
田
久

弥　

山
の
文
化
館
」
で
行
な
わ
れ
た
著

者
の
講
演
の
タ
イ
ト
ル
も
「
北
の
山
の

歴
史
」で
し
た
。

本
書
は
、
深
田
久
弥
の
『
日
本
百
名

山
』発
刊
５0
周
年
記
念
碑
、著
者
の
日
本

山
岳
会
入
会
の
５0
年
、
深
田
久
弥
と
登

っ
た
ニ
ペ
ソ
ツ
登
山
の
５0
周
年
、
北
海
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道
支
部
の
創
立
５0
周
年
な
ど
い
く
つ
も

の
５0
年
の
歴
史
が
綯（
な
）い
交
ぜ
に
な

っ
た「
北
の
山
の
歴
史
」を
、
全
国
に
向

け
て
発
信
し
た
記
念
の
本
と
言
っ
て
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。‥

（
板
垣
望
）

廣
澤
和
嘉
／
児
平
隆
一
著

日
帰
り　

し
ず
お
か
低
山
ウ
ォ
ー
ク

B
est 

20

静
岡
県
の
山
と
い
っ
た
ら
ま
ず
富
士

山
。
間
ノ
岳
か
ら
南
の
南
ア
ル
プ
ス
。

思
い
浮
か
ぶ
の
は
そ
ん
な
山
々
だ
ろ
う
。

日
本
一
の
山
と
３
０
０
０
ｍ
峰
８
座
。

日
本
の
県
で
こ
れ
だ
け
高
山
に
恵
ま
れ

た
所
は
ほ
か
に
長
野
県
と
山
梨
県
し
か

な
い
。

た
だ
、
ほ
か
の
２
つ
の
県
に
は
残
念

な
が
ら
海
が
な
い
。
い
わ
ば
静
岡
県
は

山
に
も
海
に
も
恵
ま
れ
た
、
日
本
で
一

番
幸
せ
な
県
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
数
多
の
名
湯
、
風
光
明
媚

な
ス
ポ
ッ
ト
。
何
よ
り
も
暖
か
く
、
陽

光
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、住
み
や
す
い
。グ

ル
メ
だ
っ
て
、う
な
ぎ
、
し
ら
す
、
桜
え

び
、
静
岡
茶
。
そ
れ
に
し
ぞ
～
か
お
で

ん
や
富
士
宮
焼
き
そ
ば
。
浜
松
も
餃
子

の
街
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
で
も
十
分
な
の
に
、
静
岡

県
は
日
帰
り
で
歩
け
る
低
山
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ

ら
の
山
に
は
め
っ
た
に
雪
が
降
ら
な
い

か
ら
、
一
年
中
冬
山
の
技
術
や
装
備
な

し
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
富

士
山
が
見
え
る
と
い
う
の
も
忘
れ
て
は

い
け
な
い
魅
力
で
あ
る
。
日
本
百
名
山

に
も
名
を
連
ね
る
天
城
山（
万
三
郎
岳
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
県
内
至
る
所
に
そ

ん
な
山
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
低
山
ウ
ォ

ー
ク
を
愛
好
す
る
ハ
イ
カ
ー
に
は
た
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
。

そ
ん
な
静
岡
県
の
低
山
を
紹
介
す
る

ガ
イ
ド
が
こ
の
た
び
出
版
さ
れ
た
『
日

帰
り　

し
ず
お
か
低
山
ウ
ォ
ー
ク　

B
est‥

20
』で
あ
る
。
著
者
は
日
本
山
岳

会
会
員
の
廣
澤
和
嘉
氏
と
児
平
隆
一
氏
。

静
岡
県
の
山
を
知
り
尽
く
し
た
ベ
テ
ラ

ン
で
あ
る
。

本
書
を
開
い
て
ま
ず
感
じ
る
の
が
、

ま
る
で
静
岡
県
の
気
候
の
良
さ
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
よ
う
な
明
る
さ
。
ど
の

ペ
ー
ジ
も
写
真
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、

し
か
も
そ
れ
が
押
し
な
べ
て
明
る
い
色

合
い
に
満
ち
て
い
る
。

記
事
の
内
容
も
そ
の
山
の
魅
力
を
あ

ま
す
こ
と
な
く
伝
え
て
い
て
、
著
者
が

2015年5月
静岡新聞社刊
B5判　127㌻
定価　1350円＋税

図書受入報告（2015年11月）
著　　　者 書　　　　　　　　　　　　　名 頁／サイズ 発行者 発行年 寄贈／購入別

開成山岳部‥（編） ケルン‥‥：‥開成山岳部‥創立100周年記念号 203p／26cm 開成山岳部ＯＢ会 2015 発行者寄贈
内田陽一‥ 群青の空の下‥‥：‥アルプスに恋して44座 222p／21cm 茗溪堂 2015 著者寄贈
木下喜代男 飛騨の山とある日‥‥：‥飛騨の峠道・飛騨の登山史・飛騨の山スキールート20選 430p／22cm 木下喜代男（私家版） 2015 著者寄贈
近藤信行‥ 安曇野のナチュラリスト‥田淵行男 415p／20cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈
やぎた晴‥ 山小町‥恋‥（Yamakei‥Creative‥Selection‥Frontier‥Books） 224p／19cm 山と溪谷社 2014 著者寄贈
名古屋山岳会‥（編）名古屋山岳会々史‥‥：‥戦前編‥（1935年〜1945年） 359p／26cm 名古屋山岳会 2015 発行者寄贈
名古屋山岳会‥（編）名古屋山岳会々史‥‥：‥戦後編‥（1945年〜2015年） 330p／26cm 名古屋山岳会 2015 発行者寄贈
名古屋山岳会‥（編）名古屋山岳会々史‥‥：‥資料編 344p／26cm 名古屋山岳会 2015 発行者寄贈
南川金一‥ 続‥山頂渉猟‥‥：‥知られざる山・道なき山の記録 268p／21cm 白山書房 2015 著者寄贈
大森雅宏‥（編） 山嶽寮‥：甲南山岳会通信　No.70‥ 102p／26cm 甲南山岳部・山岳会 2015 発行者寄贈

い
か
に
こ
れ
ら
の
山
を
知
り
尽
く
し
て

い
る
の
か
が
よ
く
分
か
る
。
欲
を
言
え

ば
公
共
交
通
機
関
の
情
報
が
な
い
の
が

少
し
寂
し
い
が
、
今
の
時
代
は
山
に
車

で
行
く
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
や
蘊
蓄
の

紹
介
も
忘
れ
て
い
な
い
。

本
書
は
神
奈
川
、
東
京
、
山
梨
、
愛

知
の
ハ
イ
カ
ー
に
こ
そ
手
に
取
っ
て
も

ら
い
た
い
。
こ
れ
ま
で
足
を
延
ば
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
人
で
も
、
本
書
を
開

く
こ
と
で
静
岡
の
低
山
の
魅
力
が
き
っ

と
感
じ
取
れ
る
は
ず
に
違
い
な
い
。

本
書
は
や
や
大
き
め
の
サ
イ
ズ
（
Ｂ

５
判
）だ
が
、ム
ッ
ク
調
で
手
軽
な
本
な

の
で
ザ
ッ
ク
に
忍
ば
せ
て
持
っ
て
い
く

こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
、
秋
か
ら
冬

の
季
節
、
澄
み
切
っ
た
青
空
の
下
、
雪

を
ま
と
っ
た
富
士
山
を
眺
め
な
が
ら
山

歩
き
。
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
石
楠

花
（
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
）、
満
天
星
（
ド
ウ
ダ

ン
）
を
は
じ
め
と
す
る
花
を
愛
で
る
ハ

イ
キ
ン
グ
。
本
書
を
手
に
、
静
岡
の
低

山
を
歩
い
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た

い
。

‥

（
近
藤
雅
幸
）
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Climbing&Medicine・70
山と湯めぐり（1）　箱根の温泉
 村上和子

仙石原温泉に近い金時山

山と湯めぐりはいかがですか？　その湯めぐ
りを、首都圏から近い箱根の山を例にして考え
てみたいと思います。

箱根には約1000ｍ前後の山が密集していま
す。登山と言うよりハイキング色が濃いです
が、“ついでに温泉！ ”という贅沢を必ず味わ
うことができます。

箱根の温泉は有名ですが、ことの始まりは江
戸時代後期。一夜湯治がブームになり、当時箱
根にあった７つの温泉が、箱根七湯と言われる
ようになり、現在では箱根十七湯になりまし
た。その一部をご紹介したいと思います。

明神ヶ岳・明星ヶ岳コースでは、強羅温泉、
宮城野温泉があります。この２つの温泉は箱根
十七湯に入っている温泉です。泉質は単純温

泉、塩化物泉、炭酸水素塩泉などです。
単純温泉とは、名前は単純とありますが成分

は単純ではなく、肌に刺激がなく万人向きで
す。天下の名湯と言われている温泉には、実は
この単純温泉が多いのです。効能については筋
肉痛、関節痛などの運動器官の症状、疲労回復、
病後の回復などが挙げられます。

次に塩化物泉ですが、温まりの湯・殺菌作用
の傷の湯と言えるようです。適用症としては、
切り傷・冷え性・皮膚乾燥症などが挙げられます。

そして炭酸水素塩泉ですが、“美肌の湯”と言
われています。肌の古い角質を落としてくれる
からです。ほかには慢性皮膚病、切り傷、皮膚
乾燥症などが適用症として挙がっています。

次に金時山コースの温泉に、十七湯の1つの
仙石原温泉があります。硫酸塩泉、単純（硫黄）
泉が主な泉質となります。

この２つの泉質に共通する効果は殺菌作用で
あり、慢性皮膚病に良いとされています。もち
ろん、筋肉痛や疲労回復にも有効です。また、
硫酸塩泉は傷の湯とも言われています。

駆け足で“箱根湯めぐり”考えてみました。一
層の健康増進にお役に立てれば幸いです。

なお、過去のコラムは次の手順でご覧になれます。ご活用ください。
日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→医療委員会　http//jac.or.jp/info/iinkai/iinkai.html

仙石原温泉の浴槽
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院
へ
の
情
報
提
供
の
手
続
き
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

３
・
１
１
０
周
年
記
念
事
業
の
推
進
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

４
・
創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
と
平

成
2７
年
度
晩
餐
会
の
準
備
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

５
・
Ｎ
Ｍ
Ａ
ア
ン
ツ
ェ
リ
ン
会
長
が
10

月
2８
日
㈬
に
日
本
山
岳
会
を
表
敬
訪
問

し
た
際
の
打
合
せ
模
様
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。（
小
林
）

６
・「
マ
ナ
ス
ル
登
頂
６0
周
年
記
念
事

業
Ｗ
Ｇ
」
会
議
の
開
催
予
定
等
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。（
小
林
）

７
・
日
本
山
岳
会
再
生
委
員
会
に
お
け

る
検
討
状
況
。
各
理
事
よ
り
以
下
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

（
１
）会
員
制
度
の
あ
り
方（
吉
川
）

（
２
）日
本
山
岳
会
団
体
登
山
保
険
の
強

化
策（
吉
川
）

（
３
）会
員
証
の
カ
ー
ド
化
と
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
充
実（
佐
藤
）

８
・
上
高
地
山
岳
研
究
所
水
道
工
事
の

完
了
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
大

槻
）

９
・
山
行
委
員
会
か
ら
２
０
１
６
年
度

海
外
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ツ
ア
ー
の
概
要

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
勝
山
）

10
・
第
10
回
「
日
中
韓
三
国
学
生
交
流

登
山
」
日
本
開
催
の
概
要
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
中
山
）

11
・
学
生
部
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
準
備
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
落
合
）

12
・
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
救
援
募
金
の
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

13
・
10
月
2７
日
㈫
開
催
の
第
２
回
評
議

員
懇
談
会
で
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。（
谷
内
）

14
・「
山
」11
月
号
の
発
行
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
神
長
）

【
連
絡
事
項
】

１
・
安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
北
ア
ル
プ
ス
と
山
岳
写
真
の
魅

力
」　

11
月
23
日
（
月
・
祝
）　

安
曇
野

平
成
27
年
度
第
７
回（
１１
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時　

平
成
2７
年
11
月
10
日
㈫
1９
時
00

分
～
21
時
20
分

場
所　

集
会
室

【
出
席
者
】
小
林
会
長
、
吉
川
・
山
田
各

副
会
長
、
神
長
・
佐
藤
各
常
務

理
事
、
勝
山
・
中
山
・
野
口
・

大
槻
・
落
合
・
直
江
・
星
・
谷

内
各
理
事
、
平
井
・
重
廣
各
監

事
（
神
長
常
務
理
事
は
所
用
の

た
め
報
告
事
項
２
ま
で
欠
席
）

【
欠
席
者
】
大
久
保
副
会
長
・
山
賀
理
事

【
審
議
事
項
】

１
・「
支
部
に
関
す
る
規
程
」の
改
正
に

つ
い
て（
佐
藤
）

会
員
の
支
部
所
属
関
係
の
不
整
合
を

是
正
す
る
た
め「
支
部
に
関
す
る
規
定
」

の
変
更
と
そ
れ
に
伴
う
届
出
様
式
の
変

更
に
つ
い
て
別
添
資
料
に
よ
り
審
議
し

た
。（
賛
成
12
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

２
・
平
成
２８
年
度
の
支
部
事
業
助
成
金

等
及
び
新
入
会
員
報
奨
金
に
つ
い
て

（
吉
川
）

連
続
す
る
経
常
赤
字
解
消
策
と
し
て
、

平
成
2８
年
度
の
予
算
に
お
け
る
支
部
事

業
助
成
金
の
減
額
に
つ
い
て
別
添
資
料

に
よ
り
審
議
し
た
。（
賛
成
12
名
、反
対

な
し
で
承
認
）

３
・
入
会
希
望
者
承
認
に
つ
い
て

1５
名
の
入
会
に
つ
い
て
別
添
資
料
に

よ
り
審
議
し
た
。（
賛
成
13
名
、
反
対
な

し
で
承
認
）

【
協
議
事
項
】

１
・
平
成
２７
年
度
支
部
長
会
議
の
開
催

に
つ
い
て（
佐
藤
）

12
月
５
日
㈯
開
催
の
支
部
長
会
議
の

議
事
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

【
報
告
事
項
】

１
・
水
越
武
写
真
展「
真
昼
の
星
」へ
の

名
義
後
援
に
つ
い
て
承
認
し
た
。（
佐

藤
）

２
・
登
山
道
情
報
の
取
得
と
国
土
地
理

会

務

報

告
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市
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

２
・
岳
都
・
松
本　

山
岳
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
月
2８
日
㈯
・
2９
日
㈰　

ま
つ
も
と
市

民
芸
術
館

３
・
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
望
年
会
の

ご
案
内　

12
月
４
日
㈮
1８
：
30
～　

飯

田
橋
・
労
山
事
務
所

４
・
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
２
０
１
５
華

甲
望
年
会　

12
月
12
日
㈯
1８
：
00
～　

プ
ラ
ザ
エ
フ

【
今
後
の
予
定
】

１
・
学
生
部
マ
ラ
ソ
ン
大
会　

11
月
1４

日
㈯
・
1５
日
㈰

２
・
冬
山
遭
難
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

11
月
1６
日
㈪
1９
時
～　

東
京
体
育
館

３
・
全
国
山
の
日
協
議
会
役
員
会　

11

月
20
日
㈮
1５
時
30
分
～
1５
時
４５
分　

プ

ラ
ザ
エ
フ

４
・
１
１
０
周
年
記
念
御
嶽
山
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム　

12
月
４
日
㈮
1８
時
～　

慈
恵

医
大
高
木
講
堂

５
・
支
部
長
会
議　

12
月
５
日
㈯
10
時

30
分
～　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

６
・
１
１
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
晩

餐
会　

12
月
５
日
㈯
13
時
受
付
開
始　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

７
・
予
算
・
事
業
計
画
等

・
平
成
2７
年
12
月
初
旬　

平
成
2８
年
度

支
部
事
業
計
画
・
予
算
提
出
依
頼

・
平
成
2８
年
１
月
中
旬　

平
成
2８
年
度

支
部
事
業
計
画
・
予
算
提
出
期
限

・
平
成
2８
年
１
月
下
旬　

平
成
2７
年
度

支
部
事
業
報
告
・
会
計
報
告
提
出
依
頼

・
平
成
2８
年
２
月
下
旬　

平
成
2７
年
度

支
部
事
業
報
告
提
出
期
限

・
平
成
2８
年
３
月
下
旬　

平
成
2７
年
度

支
部
会
計
報
告
提
出
期
限

会
員
異
動（
１１
月
分
）

物
故

馬
場　

猛（
４
９
４
３
）　

15
・
10
・
25‥‥‥‥‥‥‥

松
浦
輝
夫（
５
１
０
７
）　

15
・
11
・
６‥‥‥‥

長
嶋
正
浩（
８
３
３
７
）　

15
・
11
・
２‥‥‥‥‥‥‥‥

角
崎
秀
哲（
１
２
８
１
２
）15
・
11
・
27

退
会

秋
野
子
弦（
８
７
２
０
）　

京
都
・
滋
賀‥‥‥‥‥‥‥‥

高
橋
正
雄（
９
５
７
６
）

中
村
敏
夫（
１
４
８
１
４
）福
岡

２
日　

総
務
委
員
会

４
日　

常
務
理
事
会　

総
務
委
員
会　

山
行
委
員
会

５
日　

図
書
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

６
日　

支
部
事
業
委
員
会

９
日　

総
務
委
員
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

10
日　

理
事
会　

山
岳
研
究
所
運
営
委 11月11月

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション

員
会　

九
五
会

11
日　

山
想
倶
楽
部‥

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

12
日　

国
土
地
理
院
Ｗ
Ｇ　

山
岳
地
理

ク
ラ
ブ

13
日　

総
務
委
員
会　

マ
ナ
ス
ル
登
頂

60
周
年
記
念
事
業
Ｗ
Ｇ

16
日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

会　

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

17
日　

資
料
映
像
委
員
会　

日
本
山
岳

会
再
生
委
員
会　

00
会　

ス
キ

ー
ク
ラ
ブ

18
日　

青
年
部　

三
水
会　

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
登
山
隊

19
日　

総
務
委
員
会　

科
学
委
員
会　

休
山
会　

み
ち
の
り
山
の
会

20
日　

総
務
委
員
会　

山
行
委
員
会　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

21
日　

日
本
山
岳
会
再
生
委
員
会　

山

の
自
然
学
研
究
会

24
日　

総
務
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

25
日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会　

つ
く
も
会

26
日　

公
益
法
人
運
営
委
員
会　

学
生

部　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

山
遊
会

27
日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

28
日　

資
料
映
像
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

30
日　

総
務
委
員
会　

海
外
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

‥

11
月
来
室
者　

５
１
２
名

◆
樹
木
観
察
基
礎
講
座　

～
樹
木
識
別

の
ヒ
ン
ト
～�

自
然
保
護
委
員
会

山
に
入
っ
て
樹
の
名
前
が
分
か
れ
ば
、

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

冬
の
東
京
で
身
近
な
樹
々
を
題
材
に

樹
木
の
見
分
け
方
を
学
び
ま
す
。
会
員

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

２
０
１
６
年
１
月
24
日
㈰
13
：

30
～
16
：
00

場
所　

明
治
神
宮
及
び
代
々
木
公
園

集
合　

明
治
神
宮
第
一
鳥
居
（
Ｊ
Ｒ
原

宿
駅
そ
ば
）
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持
ち
物　

筆
記
用
具
、
お
持
ち
の
方
は

樹
木
図
鑑

費
用　

５
０
０
円（
資
料
代
ほ
か
）

講
師　

山
田
和
人
（
日
本
山
岳
会
副
会

長
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

定
員　

20
名（
先
着
順
）

申
込
み　

川
口
章
子
（
で
き
る
だ
け
メ

メ
ー
ル
で
）

syuaki@
pony.ocn.

ne.jp　

／

０
４
７　
４
６
３　

８
７
２
１

◆
ス
ペ
イ
ン
最
高
峰
テ
イ
デ
山
登
頂
と

ポ
ル
ト
ガ
ル
本
土
最
高
地
点
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
行
委
員
会

山
行
企
画　

日
本
山
岳
会
山
行
委
員
会

旅
行
企
画
・
実
施　

西
遊
旅
行
社
（
旅

行
業
第
一
種
６
０
７
号
）

期
間　

５
月
15
日
～
25
日（
11
日
間
）

費
用　

55
万
８
０
０
０
円
（
別
途
燃
油

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
・
空
港
税
２
万
３
０

０
０
円
＝
11
月
12
日
現
在
、
８
～
９

名
基
準
）

定
員　

15
名
参
加
の
場
合（
５
万
円
）安

く
な
り
ま
す
。

大
西
洋
に
浮
か
ぶ
カ
ナ
リ
ア
諸
島
の

ス
ペ
イ
ン
最
高
テ
イ
デ
山
（
３
７
７
６

ｍ
）
は
年
間
４
０
０
万
人
も
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
す
。
ゴ
ン
ド
ラ
が
３
５
０
０

ｍ
ま
で
あ
り
、
ど
な
た
で
も
登
れ
ま
す
。

元
気
な
方
は
下
か
ら
山
小
屋
泊
で
登
山

し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
カ
ナ
リ
ア
諸
島

固
有
種
の
花
々
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
巨
大
な
カ
ル
デ
ラ
の
絶
景
が
広
が

る
ラ
・
パ
ル
マ
島
や
太
古
の
森
が
残
る

ゴ
メ
ラ
島
も
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
ま
す
。

問
合
せ　

三
井
ま
で　

＆

０
３　

３
４
５
１　
５
３
８
８　

０
９
０

　

７
８
０
６　
７
６
０
１　

山
行
委

員
会

sanko@
jac.or.jp

◆
第
25
回（
創
立
25
周
年
記
念
展
）

「
山
好
き
の
山
の
絵
展
」開
催

�

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

こ
の
絵
展
は
毎
年
２
月
に
開
催
し
て

お
り
、今
年
は
25
回
目
を
迎
え「
創
立
25

周
年
記
念
展
」と
し
て
開
催
し
ま
す
。60

人
の
会
員
が
実
際
に
登
り
、
見
た
山
々

を
描
い
た
作
品
で
す
。
水
彩
画
、
油
彩

画
、
版
画
な
ど
約
70
点
と
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
を
展
示
し
ま
す
。

会
期　

２
月
21
日
㈰
～
27
日
㈯
10
時
～

19
時
（
初
日
は
12
時
か
ら
／
最
終
日

は
17
時
ま
で
）

会
場　

Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前　

東
京
交
通

会
館
２
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

千
代
田
区

有
楽
町
２　
10　
１　

０
３　
３
２

１
５　
７
９
６
２　

入
場
無
料

＊「
創
立
25
周
年
記
念
特
別
展
」を
同
会

館
地
下
１
階
エ
メ
ラ
ル
ド
ル
ー
ム
に
て

同
時
開
催
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❖
編
集
後
記
❖

◦
節
目
と
な
る
１
１
０
周
年
の
記
念
式

典
お
よ
び
祝
賀
晩
餐
会
も
滞
り
な
く
終

わ
っ
た
。
膨
大
な
準
備
作
業
を
お
手
伝

い
い
た
だ
い
た
、
総
務
委
員
会
を
は
じ

め
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。
ま

た
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
の
報
告
を
、
わ
ず
か
４
日
間
で

書
き
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
高
橋
重
之
会

報
委
員
に
も
お
礼
申
し
上
げ
る
。

◦
か
つ
て
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
訪
れ
た
こ

と
の
あ
る
、
ネ
パ
ー
ル
の
ラ
ン
タ
ン
村

が
消
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
あ
の
美

し
い
村
に
何
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

１
月
10
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
ぜ
ひ

駆
け
つ
け
た
い
と
思
う
。

◦
今
月
号
は
ペ
ー
ジ
ど
り
が
厳
し
く
、

「
山
の
日
に
向
け
て
」山
を
考
え
る
⑦
は
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
１
月
号
に
繰
り

延
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

‥

（
節
田
重
節
）

◆
企
画
展�

ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
憧
れ

～
東
北
人
の
登
山
記
録
か
ら
防
災
ア
ウ

ト
ド
ア
へ
～

期
間　

12
月
15
日
㈫
～
２
０
１
６
年
３

月
21
日（
月
・
祝
）

場
所　

東
北
歴
史
博
物
館　

開
館　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
発
券
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館　

毎
週
月
曜
日‥

（
祝
・
休
日
の
場

合
は
そ
の
翌
平
日
）
年
末
年
始‥

（
12

月
29
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
）

観
覧
料　

常
設
展
料
金
（
一
般
４
０
０

円
、
高
校
生
以
下
無
料
。
中
・
高
校

生
は
身
分
証
等
ご
提
示
）。

内
容　

東
北
地
方
の
人
た
ち
が
関
わ
っ

た
１
０
０
を
超
え
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

の
記
録
／
世
界
の
尾
根
ヒ
マ
ラ
ヤ
を

大
地
図
と
映
像
で
紹
介
／
登
山
を
防

災
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
と
は
？
／
防

災
ア
ウ
ト
ド
ア
術
を
学
ん
だ
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
活
動
報
告

東
北
歴
史
博
物
館　

〒
９
８
５　
０
８

６
２
宮
城
県
多
賀
城
市
高
崎
１　
22　

１　

０
２
２　
３
６
８　
０
１
０
６

主
催
・
共
催
＝（
文
化
庁
）
／
東
北
ア
ウ

ト
ド
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
／
東
北
歴
史
博

物
館　

後
援
＝
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
ほ

か




